






ダイバーシティ•΢ィーΫ2023

ダイバーシティ推進 （ࣨ現ダイバーシティ・サステナビリティ推進ࣨ）
では、11月25日の「ঁੑに対する๫力ఫഇデー」から12月10日の

「世界人ݖデー」（含Ή「12月3日ো֐者デー」）までをιフィア・ダ
イバーシティ・ウィークとҐஔづけ、ຖ年さま͟まなイベントを行っ
ています。学生と教職員がڠ働し、ଟ༷ੑをडけ入れるڞ生社会を
目ࢦして今年で̒年目。今回はオンラインと対໘を৫りަぜて7つの
イベントを実ࢪしました。

その中でも学生実行ҕ員会が企ըした3つのイベントは、いずれも
参加者とଟ༷ੑについて「Ұॹに考える」「体ݧして考える」ことを目
的として開催されました。イベントごとにҰつのテーマをܝげ、ワー
クショップや専門家による講演や対ஊなどを行いました。
11月27日に行われた学生企ը、「Period Ұॹに考えよう、これ
からの社会のために ʙ生理の貧困ʙ」では、ジェンダー・セクシϡ
アリティ問題に取り組Ή学生ஂ体GES（Gender ERual i ty for 
Sophia）のϝンバーが参加。ঁ ੑの経済的なଆ໘だけにཹまらな
い、生理に関わるさま͟まな世の中の「不」に対する説໌や、՝題解
ܾ΁の取り組みに関する紹介がありました。グループワークコー
ナーでは׆発なディスカッションが行われ、「知ろうという࢟੎が大
んで行動にҠしてཉࠐきר今日をスタートにして、पりの人を」「ࣄ
しい」といったコϝントがあり、உঁ関܎なく社会全体の大きな問題
として考える貴重な機会となりました。
ಉ日開催となった૯߹人間Պ学෦৺理学Պ企ըによる「ಉௐѹ力

ʰじΌあ私も にɦついて考える」では、学生参加ܕの企ըやಉ学Պの
ඉڡޱ貴教授による講演が行われました。ඉޱ教授は「ଟݩ的ແ知
΁の߅い」について৮れ、「あなたが行動しないと、ଞの人もh あ、そ
れでいいんだ とɦࢥってしまう。ࣗ ෼の役割の重大ੑを知ろう」とޠ
りました。20人を௒える参加者が、ଞ者に഑慮しつつもࣗ෼ࣗ਎の
意見も大ࣄにするバランスのとり方を考える、価値ある時間をڞ༗
しました。

12月7日には今年の目ۄ企ըとして、ૐཿ・ϝイクアップアーティス
ト・-G#52׆動家の੢ଜ޺ಊさんと、世界的モデルでνャリティや
社会ݙߩにྭΉ෌ӬѪさんをট଴し、「ダイバーシティ」や「ありのま
まに生きること」についてޠるトークイベントを開催しました。2人が
ొஃすると会৔中に大きなഥखが響き౉りました。そして「最ۙ気に
なること」「海֎でਏかったこと・ָ しかったこと」「ファッション・ϝイ
クについて」など、さま͟まなテーマでのトークセッションや、学生をަえた質問コーナーが行われました。
੢ଜさんは「ダイバーシティはいろいろな༑達、஥間ができる・଴っている、というのがҰ൪大ࣄなポイント」と、ଟ
छଟ༷な人とܨがり、ָ しΉことができる未来΁のر๬をޠりました。また、෌Ӭさんは「ダイバーシティはこれか
らの日本にとってとても重要なこと。もちろん大人が変わることもඞ要ですが、օさんの世୅がダイバーシティ
を体現していけ͹ඞず日本の未来は変わるとࢥう。ファッション、ϝイクからफ教まで、ࣗ ෼の޷きなことを޷きと
はっきりݴえる日本にしていってもらいたい」と、会৔をຒめਚくした参加者΁೤くエールをૹりました。

そのଞ、ظ間中にはࠩผに関する問題を理解し解ܾ策を考える企ըや、持පやアレルギーといった、人々がそれ
ͧれ日ৗの৔໘で感じる困りごとを௥体ݧするイベントなど、さま͟まなアプローν方法でダイバーシティに関
する問題を取り上げました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/20231222diversity/
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໨ඪ�� ҆શͳਫͱτΠϨΛੈքதʹ
͢΂ͯͷਓʹਫͱӴੜ΁ͷΞΫηεͱ࣋ଓՄೳͳ؅ཧΛ֬อ͢Δ

೶業ਫརࢪઃをհしたງ઒のਫ࣭վળ…
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਿӜ…ະࢠر

ࣗ、԰開෎Ҏ来஍Ҭの৅௃であるງ઒はݹ໊ 化と産業ࢢՏ઒です。その水質改ળは、都޻流ྔを持たない人ݾ
化がஶしく進んだ大正ظから՝題となってきました。「これほどଟくの人がࢢຽӡ動を行っている઒はଞにはな
い」とݴわれるほどଟくのஂ体や組৫が関わってきた実੷は஍Ҭのތりにもなっています。

流ྔ૿加によるرऍは、最も長年取り組まれてきた水質改ળの方法です。そのޮՌは、2007年から3年間行われ
た໦ી઒からのಋ水実੷（「社会実ݧ」）とその後2年間の観ظ࡯間でも֬ೝされ、その成Ռはࢢຽレベルの取り
組みとして現ࡏの׆動に引きܧがれています。

本ڀݚでは、上هಋ水時の流ྔ0.4N3/sを目安としつつߋなる水質改ળをਤるため、೶業水རࢪ設を介して流
ྔを֬อする方法を、೶業෼໺の஍Ҭ׆ݯࢿ༻のࢼҊとしてݕ౼しました。໦ી઒からງ઒にࢸる流れは、17世
Ҏ来໦௡༻水（こっつようすい）・新໦௡༻水（しんこっつようすい）と連続ੑをอちながらར༻されており、またل
Ұ෦सӡར༻のྺ史もある点で、まさに஍Ҭにࠜ͟した「ڠ働」による流Ҭ؅理・流Ҭ࣏水を可能にする貴重なഎ
。をඋえているといえるでしΐうܠ

ଞ方で、このࢼҊは、ଟくの関܎者が関わるがΏえの「ڠ働」の೉しさも໌らかにしました。೶業水རࢪ設を࢖༻
する対価のࢧ෷いは、関ࢢ܎ொଜからの「ഉ水ෛ୲金」（ᕲᕱظ）のલྫや環境༻水水རݖ（非ᕲᕱظ）の設ఆによ
り理࿦的には可能ですが、ଞ方で஍Ҭݯࢿ΁のڞ通理解や社会実૷のための৻重な߹意ܗ成がඞ要であるとの
。ఠも؃աできませんࢦ

༷々な՝題が関܎者間での意見ৢ成のྐとなり、ࢢຽレベルでの取り組みが続くݶり、ງ઒の水質改ળの取り組
みが「ڠ働」内実化のઌ進ྫࣄであり続けるのは間ҧいないでしΐう。
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によるバイΦ෼໺΁のアϓϩーチܭのઃࢠ能性高෼ػ
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…教त…஛Ԭ…༟ࢠ

ʲڀݚの֓要ʳ
当ࣨڀݚでは、機能ੑ高෼子の設ܭ、߹成、ධ価をओたるテーマとしており、バイオ・ҩ༻෼໺΁の応༻ల開を目
ྫ。ྉ開発を行っていますࡐしたࢦ え͹、Кڞ役ܥ高෼子をར༻した֩ݕࢎग़ࡐྉの開発や、生෼解ੑ高෼子を
ར༻した人ࡐࠎ޻ྉやスΩャフΥルドࡐྉなどをڀݚしています。Ұྫを紹介いたします。

水༹ੑポリνオフェンを༻いた֩ݕࢎग़ࡎ
Кڞ役ܥ高෼子のҰつであるポリνオフェン༠ಋ体は可視ޫྖҬにٵऩを示し、֎෦環境の変化に応じて、その
৭ௐやޫܬ特ੑをॠ時に変化させることが可能です	ਤ1
。またଆ࠯にछ々の׭能基をಋ入することが༰қで
あり、ଆ࠯छに応じて基本特ੑを੍ޚすることができます。本ࣨڀݚでは、D/Aを特ҟ的にݕग़可能な水༹ੑポ
リνオフェンを߹成しています。Ұ෦の構造を変ߋすることで、D/Aのఴ加後に৭が変わるポリマー、ڧޫܬ౓
が変わるポリマーをそれͧれಘることができました。特ఆのԘ基に対してೝ識能を示す可能ੑも高く、このポリ
マーを֩ݕࢎग़ࡎ΁応༻することをݕ౼しています。

ʲ応༻ྫʳ
バイオセンサー

ʲ今後の発లੑʳ
બ୒ੑと感౓を向上し、ٵऩҐஔの੍ޚなどを行うことをݕ౼しています。

ʲڀݚ設උʳ
ήルろաਁಁクロマトグラフィー（GPC：Gel PerNeation ChroNatography）、'5-IR（'ourier 5ransforN 
infrared SpectroNeter）、A'.（AtoNic 'orce .icroscope）、ۂげڧ౓ݧࢼ機

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
。଴しますظをڀݚಉڞϝーカーとのࢎྉ開発や֩ࡐ

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
:. 5aLeoLa
 .. )ayashi
 /. SugiyaNa
 .. :oshi[aXa-'ujita
 .. Ai[aXa
 .. RiLuLaXa
 PolyNer +ournal
 
47	2

 164 	2015
.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/298/
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໨ඪ�� ΤωϧΪʔΛΈΜͳʹɺͦ ͯ͠ΫϦʔϯʹ
͢΂ͯͷਓʹख͝ΖͰ৴པͰ͖ɺ࣋ ଓՄೳ͔ͭۙ୅తͳΤωϧΪʔ΁ͷΞΫηε
Λ֬อ͢Δ

Թ౓Ԡ౴性ミセϧを༻いるਫத༗ػ൓Ԡ…
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…教त…ླ໦…教೭

ʲڀݚの֓要ʳ
༗機化学඼を੡造する൓応はҰൠに༗機༹ഔ中で行われます。༹ ഔとして水を༻いる൓応は環境΁のෛՙがগ
ないため๬ましいのですが、ݪྉとなる༗機化߹෺がとけないなどの੍໿がଟいので੡造現৔で࠾༻されるこ
とはまれです。界໘ࡎੑ׆をఴ加することによりೕ化ӷとするख法もとられますが、いったんೕ化したࠞ߹ӷか
ら生成෺を෼཭するためには通ৗ、༗機༹ഔを༻いたநग़作業がඞ要となります。そこでզ々は、Թ౓によって
਌水-ૄ水ੑが不連続に੾りସわるポリマーを༻いることにより、水中で༰қにかつ高બ୒的に༗機൓応を行え
るܥを実現できないかと考えました。このような෺質としてԹ౓応答ੑポリマーが知られています。このようなポ
リマーをҩྍࡐྉ΁応༻するڀݚがさかんに行われていますが、༗機൓応΁ར༻したྫはほとんどありません。
զ々はԹ౓応答ੑポリマーを༻いた界໘ࡎੑ׆を༗機൓応にద༻し、より環境ෛՙの௿い൓応プロセスを開発
することを目ࢦしています。これまでに、൓応ऩ཰の向上や生成෺෼཭のޮ཰化といったޮՌがあることを見ग़
しました。またछ々の৮ഔ෼子をԹ౓応答ੑポリマーに݁߹させることにより、৮ഔを؆ศに࠶ར༻できること
を໌らかにしています。

Թ౓Ԡ౴ੑϛηϧΛ༻͍Δਫத༗ػ൓Ԡ

ʲ応༻ྫʳ
加Թした水中で༗機൓応を行った後、ྫྷ ٫すると༗機૚をൺֱ的༰қに෼཭できるようになるため、நग़༹ഔの
ར༻すること࠶ఆ化したポリマーを༻いることにより、水相に༹解した৮ഔをݻできます。また৮ഔをݮを௿༺࢖
が可能になります。

ʲ関連特ڐ・࿦จ等  r
PalladiuN-cataly[ed .i[oroLi-)ecL reactions in Xater using therNoresponsive polyNer Nicelles
/oriyuLi Su[uLi�
 5aiga 5aLabe
 :oshiLo :aNauchi
 Shun ,oyaNa
 Rina ,oiLe
 .asahiro RiLuLaXa
 
Wei-5ing -iao
 Wen-Sheng Peng
 'u-:u 5sai�
 5etrahedron. 2019
 75
 1351-1358. DOI: 10.1016/
j.tet.2019.01.047
PalladiuN-Cataly[ed .i[oroLir)ecL and Copper-'ree Sonogashira Coupling Reactions in Water using 
5herNoresponsive PolyNer .icelles
/oriyuLi Su[uLi�
 Shun ,oyaNa
 Rina ,oiLe
 /o[oNu Ebara
 RiLito Arai
 :uLo 5aLeoLa
 .asahiro 
RiLuLaXa
 'u-:u 5sai�
 PolyNers
 2021
 13
 2717. DOI: 10.3390/polyN13162717

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/271/

��Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



ΧーϘンリサイΫϧ•ΧーϘンϑリーͳ࣍ੈ୅ࣗಈं೩ྉとԽ学൓Ԡ੍ޚにより
究ۃ೤ޮ཰を໨ࢦしたΤンジン೩মٕज़の研究開ൃ
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…教त…高ڮ…和෉

ʲڀݚの֓要ʳ
現ࡏのࣗ動ंのଟくは、ガιリン、ܰ ༉、ఱવガスなどの化ੴ೩ྉを内೩
エンジンの中で೩মさせて૸っています。しかし、Թஆ化やそれに൐う
気候変動、化ੴݯࢿのׇރ等、஍نٿ໛の՝題を解ܾするためには、ࣗ
動ंもこれに対応しなくてはなりません。日本ではԹࣨޮՌガスഉग़に
ついて、2030年までに2013年౓ൺ462050、ݮ࡟�年までに実質ゼロ

（カーϘンχϡートラル）の目標をܝげています。ࣗ 動ं෼໺がこの目標
を達成するためのアプローνはさま͟まあり、未だ֬ఆ的ではありませ
んが、私たちのڀݚグループではै来の内೩エンジンで೩মさせる೩ྉ
を変えることによってこれを実現しようとしています。
ࣗ動ंエンジンからഉग़されるೋࢎ化୸ૉをݮらしたり実質ゼロにしたりするには、ᶃ新しい೩ྉの開発とᶄࣗ
動ंの೤ޮ཰向上の２つの観点でڀݚすることがඞ要です。೩মで生成するೋࢎ化୸ૉを回ऩし、࠶生可能ి力
で੡造した水ૉでこれをؐݩして೩ྉを࠶生（୸ૉ॥環ܕ߹成೩ྉɼe-fuel）したり、これらの回ऩ・ؐ プロセスݩ
を২෺の力（ޫ߹成）をआりて行うこと（バイオ೩ྉ）により、ࣗ 動ंが૸ってもೋࢎ化୸ૉがこれҎ上૿えること
はなくなります。また、最ۙでは水ૉのエネルギーΩャリアとして஫目されているアンモχアを೩ྉとして೩মさ
せると、アンモχアには୸ૉを含んでいないのでೋࢎ化୸ૉはഉग़しません。
このようなカーϘンリサイクル೩ྉやカーϘンフリー೩ྉをࣗ動ं೩ྉとして༻いれ͹、ࣗ 動ंからのԹࣨޮՌ
ガスഉग़を実質ゼロにできるのですが、これらの೩ྉの੡造コストは化ੴ由来のガιリンやܰ༉にൺべて当વの
ことながら高くなります。このコスト高をٵऩするためには、ࣗ 動ंの೤ޮ཰（೩අ）を向上させなくてはなりませ
ん。われわれは、ઌड़の࣍世୅ࣗ動ं೩ྉの開発に加えて、エンジン೩ম中の化学൓応を௥੻できる高ѹিܸ೾
؅という特घな૷ஔを༻いて൓応を੍ޚすることにより、ࣗ 動ंエンジンの೤ޮ཰を現ࡏの40ˋから60ˋに向
上させるڀݚもಉ時に行っています。

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/researcher/277/

ө૾上の଎౓৔•ྲྀΕ•Ґஔ߹Θͤ•ಈ͖推ఆ
ཧ޻学部情報ཧ޻学科…ॿ教…ُా…༟հ

ʲڀݚの֓要ʳ
応༻਺学による਺理モデリングから਺値解ੳ、ιフトウェア、ϋードウェア実૷までҰ؏して対応可能な専門技術
と知識を持ち、特に、変෼法に基づきө૾からඃࣸ体のີな動きの෼෍（オプティカルフロー・シーンフロー）を推
ఆするための਺値安ఆな実૷技術（ࢉܭՊ学・਺値解ੳ）にಠࣗの༏Ґੑがあります。非ઢܕ演ࢉがなく਺値ܭ
ं。のためにだけにඞ要な変਺がແいため、ϋードウェア化しқいख法ですࢉ カϝラ等のステレオө૾やレンࡌ
ジセンサө૾から、ඃࣸ体ද໘の3࣍ݩの動き（シーンフロー）を安ఆに推ఆするڀݚを行っています。
ҩ༻ը૾等の4Dը૾では、ີ な3࣍ݩデータ点܈ຖの3࣍ݩの動きの推ఆができます。推ఆされた動きを༻い
ることで、ඃࣸ体の進࿏༧ଌや、動きによる෼ྨ、動ը૾のデータѹॖ཰の向上等に応༻できます。 最新のC��
があݧ格やOpenC7などの内෦実૷にৄしく、企業ॴଐ時は高଎ը૾ॲ理に関するプロジェクト୲当経نޠݴ
り、技術ࢦಋが可能です。

ʲ応༻ྫʳ
୹時間未来༧ଌ、ө૾データѹॖූ߸化

ʲ今後の発లੑʳ
高଎化、高ਫ਼౓化、特घセンサでの推ఆなど

ʲڀݚ設උʳ
イベントカϝラ DA7IS346、intel realsense d435i、
高଎ࢉܭ機、Ge'orce R593090など

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
ҩ学応༻、ࣗ 動ӡస、ө૾ූ߸化など

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/574/
˞ඃࣸମͱΧϝϥͷ�࣍ݩͷಈ ɾ͖ྲྀ Εͷਪఆ݁Ռʹ͍ͭͯ͸ɺ্ র͍ͩ͘͞ɻࢀͷ63-Λ͝ه

೔ຊҰͷੑೳΛ΋ͭߴѹিܸ೾؅૷ஔ
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໨ඪ�� ಇ͖͕͍΋ࡁܦ੒௕΋
͢΂ͯͷਓͷͨΊͷ࣋ଓతɺแઁత͔ͭ࣋ଓՄೳͳࡁܦ੒௕ɺੜ࢈తͳ׬શޏ༻
͓ΑͼσΟʔηϯτɾϫʔΫʢಇ͖͕͍ͷ͋ΔਓؒΒ͍͠ࣄ࢓ʣΛਪਐ͢Δ

ϓϥッτϑΥーϜ࿑ಇにؔ͢る研究
૯߹人間科学部ࣾձ学科…教त…ࠓҪ…ॱ

ʲڀݚの֓要ʳ
プラットフΥーム・ワークの֦大が、ޏ༻関܎を中৺とする「働き方」をどのように変え、そのような変化がࢿ本ओ
義的࿑働社会のサステナビリティにどのような影響を与えるのか、ධ価するڀݚです。コロナՒԼでウーバー
イーツの഑達員が૿えるなど、ޏ༻にґらない働き方が֦大しました。プラットフΥーム・ワークは、これまで「企
業組৫によるޏ༻」中৺だった社会を、高いࢢ৔ੑと非ޏ༻によって特௃づけられる方向に向けて変質させよう
としています。Ήろんこうした働き方が޽間ݴわれるとおり、本当にࣗ律的で、Ωャリアܗ成や家଒ܗ成にも大き
な問題を生じさせないサステナブルな働き方なら͹問題ありません。
しかし、こうした変化が、働きखの日ৗ生׆やΩャリア・人生ܭըをةうくしているのなら問題です。その৔߹、ޏ
༻・社会੓策がどのように対応できるのか、すべきなのか、໌ らかにするためのڀݚです。

ʲ今後の発లੑʳ
プラットフΥーム・ワークは高いརศੑや࿑働者のࣗ律ੑをࢧ持する働き方だとশ༲される܏向にありますが、現
実的にはプラットフΥーム・ワークを含Ήフリーランスの௞金やޏ༻の安ఆੑがஶしく௿く、このままこうした働き
方が૿えることは、日本のࢿ本ओ義的な࿑働社会のサステナビリティをة機にさらすことになります。日本のこれ
までの働き方はこれまでもա࿑ࢮやগ子化をもたらす大きなݪҼと考えられており、すでにサステナブルな働き
方ではないと考えられるようになっています。そこにさらに不安ఆब࿑を૿やすことは、きわめてݥةなことです。
もっとも、こうした働き方をબͿ人たちには、これまでの日本のޏ༻࿑働こそ非ࣗ律的でサステナブルではない
とのೝ識がࠜڧくあることから、ࣗ 営業的（フリーランス的）働き方がັ力的にөっており引きࠐまれていくよう
です。であれ͹、この働き方をサステナブルな方向で育てるにはどうしたらよいのか、それを考えることがこのݚ
。՝題の方向ੑだと考えていますڀ

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/870/

教職員͚޲Ϛッサージサービスの開࢝

上智学院は、ো֐者ޏ༻推進と教職員の福རް生を目的として、
2024年7月に「ιフィアリフレッシϡルーム」をオープンしました。
リフレッシϡルームは࢛谷Ωャンパス内にあり、国家ࢿ格を持つ全
໡のࢪ術者2໊がマッサージを行っています。ར༻は༧໿੍で、1
回40෼の全਎マッサージをແྉでडけられます。

ࣨ内には2୆のベッドがあり、パーティションとカーテンで࢓੾ら
れています。ஆ৭ܥのর໌とམちணいた#G.で、リラックスޮՌ
を高めています。ۭ 気ਗ਼ড়機を設ஔし、ࢪ術ごとにベッドのফಟを
行うことで、感છ対策もສ全です。なお、ઍ୅ాอ健ॴ΁のಧग़も
行っております。

、術者は、「マッサージ中は、੩かにリラックスしていただいてもࢪ
్、術者に࿩しかけていただいてもࢪ 中で৸てしまっても大ৎ෉
です。おࣄ࢓の߹間に、お気ܰにおӽしいただきたいですͶ。」と
コϝントしています。

オープンしてまだ日がઙいですが、大変޷ධで、༧໿が取りにくい
状況が続いています。今後も、୭もが健康で、働きやすい職৔づく
りを目ࢦしてまいります。

��Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



άリーンシϑτの推進ऀとしてのݸ人ʕ೔ຊに͓͚る環境ҙࣝとީؾมಈ؇和ࡦ΁のࢧ持ҙ޲の෼ੳ
૯߹人間科学部ࣾձ学科…教त…ϗメリώ・Χϩーϥ

ॻ੶ץ行
ʰSustainable Societies in a 'ragile World. Perspectives froN GerNany and +apanʱ
ϗϝリώ・カローラɹ໦ଜ正人ɹڞฤɹSUP上智大学ग़൛

世界的な不平等と気候ة機が人ྨのଘ続に関わるڴҖとしてଘࡏする今、経済・社会・੓
࣏組৫における持続可能なアプローνは、かつてないほどٸ務です。持続可能な未来を
޻、めるಆいは全世界で行われͶ͹なりませんが、ඞ要な変化を推し進める責任は特にٻ
業化の進んだグローバルϊースの国々にあります。今、私たちが直໘するة機を作りग़し
たのは、そうした国々の豊かな生༷ࣜ׆や、成長ґଘܕの経済システムであるためです。
本ॻではೋ大経済大国であるドイツと日本に焦点を当て、3つのओ要෼໺における持続
可能ੑの՝題に取り組んだέーススタディとௐ査ڀݚを紹介しています。

.̍ 環境に༏しい社会΁のҠ行（ごみॲ理、サステナビリティ教育、環境意識）
２. 持続可能で଱ੑのある஍方と都ࢢの開発（֐ࡂ଱ੑ、スマートシティ）
３. แઁ的な社会（コロナՒの࿏上生׆、ネットいじめ、ຽओ的価値観）
社会学、教育学、৺理学、都޻ࢢ学の専門家によって行われた本ॻࡌܝのௐ査はଟくが学際的なൺֱڀݚであ
り、持続可能な未来に向かうための、ݥしくも௅みがいのあるಓఔをه࿥したものとなっています。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/5272/

ฤ集者について
Carola )oNNerich 上智大学૯߹人間Պ学෦社会学Պ教授
໦ଜ正人 ౦༸大学社会学෦社会学Պ教授

Ϛーέティンά、ϒϥンυઓུにؔΘる࣮ূత研究
経ࡁ学部経営学科…教त…ਿ୩…ཅࢠ

ʲڀݚテーマの具体ྫʳ
ᶃ「ڧい」ブランドを構築するためのઓུڀݚ

ブランドに対する٬ސのධ価には、たとえѱいクνコミをಡんでもѱ化しない「ڧい」ධ価と、うつろいやすくて
ブランドスイッνをおこしやすい「ऑい」ධ価があります。S/Sなどを通じてফඅ者間のコミϡχέーションが׆
発に行われる状況においては、पғの意見に影響されやすいධ価と影響されにくいධ価を見෼け、「ڧい」ブラ
ンドධ価をཱ֬することが重要です。そのためにはどのようなઓུがඞ要であるか、ফඅ者のଶ౓の構造をݚ
しています。また、特に海֎のফඅ者とൺֱして、日本のফඅ者のブランドධ価にはどのような特௃があるのڀ
かについても、国際ൺֱڀݚを行っています。

ᶄデジタルコミϡχέーションに対するফඅ者のଶ౓のڀݚ
オンラインళฮやリモートワークのී及に൐い、日ৗ的にデジタルコミϡχέーションをར༻する機会が૿え
ました。しかし私たちは、デジタルコミϡχέーション（ ：ྫνャットやビデオ会ٞ）よりも対໘コミϡχέーション
の方が޷ましいものであり、できれ͹対໘で࿩した方が఻わりやすいと感じる܏向があります。最ۙのオンラ
インビデオ会ٞツールは࢖いউखもよく、おޓいのද情も੠もద੾に相खにಧけてくれるのに、それはなぜな
のでしΐうかʁ デジタルコミϡχέーションに対するධ価の෼ੳを通じて、ফඅ者がコミϡχέーションにԿを
ݪしています。新しい技術に対するফඅ者のջ疑的ଶ౓のڀݚఆする要Ҽなのかをنめるのか、Կがຬ଍をٻ
Ҽを解໌することは、AIやロϘットを׆༻したビジネスのී及を๦げる要Ҽのڀݚにもつながっています。

ᶅSDGs達成に向けた企業׆動の経営上のޮՌのڀݚ
ଟくの企業が、SDGs達成に向けた༷々な׆動を行っています。ྫ え͹、環境問題΁の対応、貧困国のࢧ援、ଟ
༷ੑを重視したޏ༻੍౓のಋ入などです。それらはૉ晴らしい理೦を持った׆動͹かりですが、学術ڀݚは、
どんなにૉ晴らしい社会ݙߩであっても、方法をޡってしまうと、٬ސから޷意的にडけ入れられない͹かりか、

「ച໊行ҝ」などと非೉されてしまうことを໌らかにしています。社会׆ݙߩ動の実ࢪにおいて、企業はどのよ
うな点にཹ意すれ͹よいのでしΐうか。成൱を෼ける要Ҽについてڀݚしています。

ʲ産学連携ڀݚの実੷ʳ
・「オウンドϝディアにおけるϝッセージઓུとブランドイϝージのڀݚ」（3年間/ຽ間企業）
（1年間/ຽ間企業）「ڀݚങにもたらす影響に関するߪコミがサービスのリϐートޱ」・
・「ブランド֦ுが੡඼のࠩผੑおよびロングセラーೝ知に与える影響に関するڀݚ」（3年間/ຽ間企業）

্ஐେֶ ֶज़ڀݚಛผਪਐඅ
ϗϝϦώڭत͸ࣗ༝՝୊ڀݚʹ͓͚ΔҎԼϓϩδΣΫτͷڀݚ୅දऀͰ͢ɻ
ʮάϦʔϯγϑτͷਪਐऀͱ͠ ͯͷݸਓʕ೔ຊʹ͓͚Δڥ؀ҙࣝͱީؾม
ಈ؇࿨ࡦ΁ͷ࣋ࢧҙ޲ͷ෼ੳʯ���������೥౓

��



໨ඪ�� ۀ࢈ͱٕज़ֵ৽ͷج൫Λͭ͘Ζ͏
 ԽΛਪਐ͢Δͱͱ΋ʹɺۀ࢈ਟͳΠϯϑϥΛ੔උ͠ɺแઁతͰ࣋ଓՄೳͳڧ
ٕज़ֵ৽ͷ֦େΛਤΔ

8i�Fiセンシンά…
ཧ޻学部情報ཧ޻学科…教त…খ઒…কࠀ

ʲڀݚの֓要ʳ
Wi-'iのి೾をセンサーとして׆༻し、新たなWi-'iの༻్開୓を進めています。Wi-'iはి೾をར༻するため、カϝラ
とはҟなりプライバシーの৵֐はなく、また、੺֎ઢセンサーともҟなり広Ҭエリアをセンシングすることが可能です。 
ి೾の変動をར༻したプレゼンスݕग़や、पظ的な変動からは呼ٵ਺や回స਺などを非઀৮でଌఆすることが
できます。さらに、AI（機ց学श）と組み߹わせることで、行動推ఆ、Ҡ動方向推ఆ、人਺推ఆ、ס૩状ଶ推ఆ、෺体
識ผなどの機能を実現します。 
ଟ༷な産業との連携を通じて、Wi-'iセンシングがޮՌ的に機能するシステムの構築を目ࢦしています。また、現ࡏ、
IEEE802.11WGにて5Gbf（W-A/ Sensing）として、本ڀݚに関連する標४化の策ఆが進められています。

ʲ応༻ྫʳ
Wi-'iのి೾をར༻した推ఆ
推ఆ、人流推ఆ、Ґஔ推ఆ、෺体識ผ、෺質識ผなどࡶࠞ

ʲ今後の発లੑʳ
Wi-'iのి೾をར༻したଟ༷なアプリέーションの創ग़

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
ແઢ通৴を׆༻したアプリέーション開発

ʲ関連特ڐ・࿦จ等  r
OgaXa
 ..� .unetoNo
 ). Wi-'i CSI-#ased Outdoor )uNan 'loX Prediction Using a Support 7ector 
.achine. S ensors 2020
 20
 2141.

https://doi.org/10.3390/s20072141

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/570/
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高౓ҩྍٕज़に༻いる生ମػ能ࡐྉのߏங
ཧ޻学部ػ能૑଄ཧ޻学科…教त…ٱ৿…ل೭

ʲڀݚの֓要ʳ
զが国における高ྸ化は、ࠎや関અೈࠎなどの変ੑによるૈࠎᱷ঱、変ੑܗ੸௣঱、変ੑܗ関અ঱などのӡ動機
能の࣬ױを૿加させています。そのため、健康で豊かな生׆の質の向上を目的に、スポーツを取り入れた生׆श
ᯰ、ંࠎ、の૿加や高ྸ化に൐いޱ動人׆が広くී及しつつあります。しかし、その׳ ଳଛই、ೈࠎଛইなどのӡ
動ث֎ইもまた૿加しています。このようなӡ動ױ࣬ثの࣏ྍは、今後のҩྍの大きな՝題のҰつであり、ӡ動
ᯰ、ࠎೈ、ࠎ、の生理的な状ଶに໭すことが重要です。そこでݩりݶଶ、෺理的特ੑなどをできるܗ、のੑ状ث ଳ、
関અを୅ସするࡐྉを対৅にҩ学と理޻学の境界ྖҬでの生体ࡐྉ޻学の観点から׆ڀݚ動を行っています。

ʲ応༻ྫʳ
ҎԼのようなྫڀݚに応༻できます。
積૚造ܗ法を༻いたҩྍ༻金ଐ߹金の創੡とҩྍ༻デバイス΁の応༻、੸௣コンポートモデルを༻いたνタン
߹金ܥ੸௣インプラントデバイスの開発とർ࿑特ੑධ価、֤ छのද໘改質をར༻した金ଐܥల৳ࡐ及び積૚造
方法の開発とそݧࢼ਷内ఝインプラントデバイスのർ࿑、ڀݚインプラントデバイスのർ࿑特ੑ向上に関するܗ
のධ価方法のఏҊ、ҩྍࡐྉのコーティングࡐにおける界໘ڧ౓とそのධ価方法のఏҊ、人޻関અしΎう動෦ࡐ
のද໘改質と機能ੑ付与技術の構築、整ܗ֎Պ༻૷具の力学特ੑධ価と3Dプリンターを援༻したオーダーϝイ
ド૷具の開発、整ܗ֎ՊྖҬで༻いるҩྍଌఆثの開発、ҩ޻連携プログラムの推進

ʲ今後の発లੑʳ
高౓ҩྍ技術のために生体機能ࡐྉの開発・構築およびその力学的ධ価方法のཱ֬を目ࢦしています。

ʲڀݚ設උʳ
૷ஔ、෗ݧࢼ応力ଌఆ૷ஔ、ද໘ૈさଌఆ૷ஔ、ຎ໣ཹ࢒૷ஔ、9ઢݧࢼさߗ、૷ஔݧࢼ૷ஔ、ർ࿑ݧࢼ౓ڧྉࡐ
৯ݧࢼ૷ஔ、構造解ੳධ価ݧࢼ૷ஔ（9RD：9-ray Diffraction、E#SD：Electron #acL Scatter Diffraction 
Patterns、ED9：Energy Dispersive 9-ray Spectroscopy）、ඍࡉ組৫構造観ݧࢼ࡯૷ஔ（'E-SE.：'ield 
ENission r Scanning Electron .icroscope、SE.、SP.：Scanning Probe .icroscope、レーβーݦ
ඍڸ、ภޫݦඍڸ）、等

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
高౓ҩྍ技術に༻いる生体機能ࡐྉの開発・構築およびその力学的ධ価方法のఏҊ

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
「Լےࢶ力ఆྔ化૷ஔ」ɹ特ڐୈ3927927߸
・未来ܕ人޻関અを目ࢦして ーそのྺ史から将来ల๬までーɹୈ9ষ 9-4-1અ ෼୲ɹ日本ҩ学ؗ 2013年7月
・ഁյ力学大ܥ ɻ յれない੡඼設ܭ΁向けて  ɻୈ2ฤୈ2ষ1અ 「生体ࡐྉ」 ෼୲ エψŋティーŋエス （2012年2月）

2	41 ࢽ会ڠ౓ධ価ʡɹレーβڧྉࡐ඼のܗ೭、ʠి子ビームを応༻したҩྍ向け積૚造ل৿ٱ・ 2017 20-27

9	史、੺Ҫ࢚務、দ本लஉ、ʠ૷具の機能ੑධ価方法ʡɹྟচスポーツҩ学 40ߒ؏೭、大ل৿ٱ・ 2023 892-897

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/514/

೔ࣗ࢈ಈंࣜגձࣾ…಺ా੣CE0ಛผߨԋ
「೔͕࢈ඳ͘ϞビリティのະདྷʵੈքとาΉ持続可能ͳࣾձʵ」を開催

2023年12月19日、日産ࣗ動ंࣜג会社（ҎԼ、日産）୅දࣥ行役社長݉最高
経営責任者（CEO）、日本ࣗ動ं޻業会෭会長の内ా੣氏の特ผ講演、「日産が
ඳくモビリティの未来ʵ世界とาΉ持続可能な社会ʵ」を2߸ؗ17֊会ٞࣨに
て開催し、学生、教職員໿110໊が参加しました。講演では現ࡏの気候変動΁
の対応、աૄ化・高ྸ化などの社会՝題、ফඅ者の価値観の変化、それに対して
の日産の取り組みがޠられました。また、DEI（ଟ༷ੑ、公平ੑ、ड༰ੑ）の考え
方やಋ入にもݴ及されました。

参加学生に対して「いま企業では未知の環境Լでも問題解ܾのできる人ࡐがٻめられている。今まで踏みࠐんだ
ことのない世界に༐気をもってҰา踏みग़してࣗ෼の世界を広げ続けてほしい」とエールがૹられました。
後半は本学OG޷ࡾඒ༏氏（2019年理޻学専߈応༻化学ྖҬमྃ）、ࢁ本఩子氏（2019年経済学෦経営学Պ
ଔ）が加わり、࠶生可能エネルギーࢢ৔についてなど、参加者΁の質問に回答されました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/231219@nissan/��



࣍ੈ୅の高଎ޫϑΝイバ௨৴を࣮͢ݱる௨৴ํࣜとޫ部඼の研究…
ཧ޻学部情報ཧ޻学科…教त…高ߒ…ڮ

ʲڀݚの֓要  r
ޫのオン・オフをデジタル৴߸の ・̍０に割り当てるै来のڧ౓変ௐ方ࣜでは఻ૹ଎౓にݶ界があるため、ۙ 年の
ޫファイバ通৴システムでは、情報に߹わせてޫのҐ相を変化させる変ௐ方ࣜが取り入れられています。たとえ
͹最新の100Gb/s఻ૹ૷ஔでは、2PS,（Ruadrature phase shift Leying）方ࣜが࠾༻されています。I5技
術の発లやϢーβのଳҬ要๬はとどまるところを知らず、それに൐い通৴システムのさらなる高଎化がٻめられ
ており、さらに高౓な変ௐ方ࣜのڀݚが׆発にされています。当ࣨڀݚでは、ޫ ৴߸ॲ理回࿏や変ௐثの޻෉、
高प೾回࿏や੍ޚ回࿏とޫデバイスの組み߹わせを޻෉し、新しいૹ৴機やड৴機の構成方法を創ग़すること
により、௒高଎の通৴が可能となる方法をڀݚしています。また、௒高଎通৴にඞ要なޫ集積回࿏技術を通৴Ҏ
֎の෼໺にల開するڀݚも進めています。

ʲ応༻ྫ  r
基ޫܥװファイバ通৴ネットワーク 
データセンター内サーバ間通৴等の୹ڑ཭ネットワーク 
ޫを༻いた֤छセンシング 

ʲ今後の発లੑ  r
ޫ通৴で開発された高౓な৴߸఻ૹやޫ৴߸ॲ理技術をそのଞの෼໺（ܭଌ法やセンサー等）΁ల開

ʲڀݚ設උ  r
ޫ఻ૹシミϡレーター、ޫ ૹड৴実ܥݧ、広ଳҬネットワークアナライβ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴  r
大༰ྔޫ఻ૹシミϡレーションおよび実ݧ、高ੑ能ޫૹ৴機・ड৴機のূݕ実ݧなど（ڀݚ機関向け） 
ޫ通৴技術のコンサルテーション（Ұൠ企業向け） 
ޫ学や通৴の基ૅに関する講演・プレゼンテーション（Ұൠ社会人、中高生向け） 

ʲ関連特ڐ・࿦จ等  r
ඒ໺、高ڮ、「ੴӳܥプレーナޫ೾回࿏（P-C）のコώーレント通৴༻デバイス΁の応༻」、ి 子情報通৴学会ࢽ、vol .95
 
pp.1014-1020
 2012年11月 
). 5aLahashi
 ʠ)igh perforNance planar lightXave circuit devices for large capacity transNissionʡ
 
Optics EYpress
 vol. 9
 pp.#173-180
 2011

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/602/

…૪༏Ґڝ٬Ձ஋૑଄によるސ
経ࡁ学部経営学科…教त…໢૔…ٱӬ

ಉҰの੡඼・サービスであっても、٬ސがそこにೝめる価値の内༰・大きさはҟなっている。٬ސに新たな価値を
ఏڙするビジネスモデル・エコシステムのあり方のݕ౼を通じて、企業のڝ૪༏Ґを構築・ҡ持する方策につい
てڀݚする。

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/199/

௨ৗͷޫϑΝΠό఻ૹͷ��2".৴߸ ޫճ࿏ʹΑΔࣄલิঈ࣌ͷ��2".৴߸
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…InPج൘上II�7I଒൒ಋମのࡐྉ開ൃとσバイスԠ༻…
ཧ޻学部ػ能૑଄ཧ޻学科…教त…໺ଜ…Ұ࿠

ʲڀݚの֓要  r
෼子ઢエϐタΩシー法を༻いてInP基൘上に.g;nCdSeや#e;nSe5eといったᶘ-ᶜ଒半ಋ体݁থを作੡し、྘
৭ʙԫ৭Ҭで発ޫする半ಋ体レーβʗ発ޫダイオードのڀݚ開発を行っています。これらのࡐྉはInP基൘に格
子整߹するため、高඼質な݁থがಘられ、ߋに可視Ҭからࢵ֎Ҭに対応する੍ېଳ幅を༗することから྘৭ʙԫ
৭Ҭの発 /૚、.gSeੑ׆ྉとして༗๬です。これまで、ਤのように#e;nSe5eをࡐྉやクラッド૚ࡐ（૚ੑ׆ޫ）
;nCdSe௒格子をnクラッド૚、.gSe/#e;n5e௒格子をpクラッド૚に༻いたデバイスを作੡し、ి 流஫入によ
る発ޫをಘました。また、ै 来ᶘ-ᶜ଒デバイスにおいて問題となっていたૉ子ण໋も大幅に改ળされ、高い৴པ
ੑを༗していることが示されました。Ұ方、これらࡐྉを組み߹わせることで大きなϔテロোนがಘられることが
見ग़され、ڞ໐トンネルダイオードやサブバンド間ભҠデバイス等΁の応༻もظ଴されます。このように、上ࡐه
ྉは広い೾長Ҭをカバーするޫデバイスやి子デバイス΁のల開も༧૝され、ଟくの可能ੑをൿめているとݴ
えます。

ʲ応༻ྫ  r
྘৭及びԫ৭半ಋ体レーβは半ಋ体レーβプロジェクターに応༻でき、௒小ܕ、௿ফඅి力、高ਫ਼ࡉな࣍世୅
ディスプレーの基װ෦඼としてظ଴されます。ଞにも、໢ບ࣏ྍ等のҩྍ応༻、Ҩ఻子解ੳ等のバイオ応༻にも
。଴されますظ

ʲ今後の発లੑ  r
྘৭及びԫ৭半ಋ体レーβの実現を目ࢦすことに加え、当֘ࡐྉの可能ੑをより深く୳ࡧすることでڊ大ϔテロ
োนを応༻したڞ໐トンネルダイオードやサブバンド間ભҠデバイス、ߋにはଠཅి஑等΁の応༻ల開がظ଴さ
れます。

ʲڀݚ設උ  r
෼子ઢエϐタΩシー૷ஔ、9ઢ回ંଌఆ૷ஔ、フΥトルミネッセンスଌఆ૷ஔ、ి 気特ੑධ価૷ஔ、ޫ ࿐ޫ૷ஔ、
ి子ઢඳը૷ஔ、ドライエッνング૷ஔ、集ଋイオンビーム૷ஔ、ଞ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴  r
྘৭、ԫ৭半ಋ体レーβの開発、ڞ໐トンネルダイオード、サブバンド間ભҠデバイスのڀݚ、ଠཅి஑のڀݚ、
ᶘ-ᶜ଒半ಋ体のࡐྉ開୓

ʲ関連特ڐ・࿦จ等  r
I. /oNura et al
 ʠPhotopuNped green lasing on #e;nSe5e double heterostructures groXn on InP 
substrates
ʡ AP- 
 7ol. 94
 2009
 021104. 
I. /oNura et al
 ʠPhotopuNped lasing characteristics in green-to-yelloX range for #e;nSe5e II-7I 
coNpound Ruaternary double heterostructures groXn on InP substrates
ʡ ++AP
 7ol. 50
 2011
 pp. 
031201-1-8.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/508/
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学生ஂମ　ιϑィアΦリンϐッΫ•パϥリンϐッΫ学生ϓϩジェΫτGo…#eZonE

2023年12月11日ʙ12日に上智大学ιフィアオリンϐック・パラリンϐック学生プ
ロジェクトGo #eyondओ催のパラスポーツ体ݧイベント「スポーツが世界をつな
͙̍ ि間ʙオリパラXeeLʙ」を実ࢪしました。ظ間中のனٳみにはϘッνャ、シッ
ティングバレーの体ݧスϖースを設ஔし、ଟくの方々にັ力を体感していただきま
した。そして、12月12日にはパラ୎ٿの中ଜ྄ଠબखをお迎えして「ようこそ、パ
ラ୎ٿの世界΁。ʙฉいて、見て、感じて、体ݧしてみようʂʙ」を開催しました。

イベントでは、中ଜબखとGo #eyondϝンバーでڝ技説໌から今後の目標まで
೤くޠるトークショーを実ࢪしたほか、Ұൠ社ஂ法人日本ࢶ体不ࣗ由者୎ڠٿ会のཱੴイオタྑೋ氏にごొஃい
ただき、パラ୎ٿબखの見る世界をཱҐの方も体感できる୎ٿ୆を紹介していただきました。
体ݧ時間には、લड़のパラ୎ٿ୆の体ݧやंҜ子をར༻した୎ٿ体ݧ、大小༷々なアレンジラέットでの୎ٿ体
。を༻意し、参加者ಉ࢜のަ流が深まりましたݧ
パラスポーツがさま͟まなҧいを௒えてָしめるスポーツであることを֬࠶ೝできるイベントとなりました。

関連Webサイト: https://XXX.gobeyond-sophia.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/gobeyond@sophia/

9: https://Y.coN/gobeyondsophia

国ࡍシンϙジ΢Ϝ「ڞ生ࣾձ૑੒のݱ ɿ࣮インυの取り組み͔Β͑ߟるো͕いऀのࢧԉとཱࣗ」

2023年11月7日に開催された国際シンポジウム「ڞ生社会創成の現実：インドの取り組
みから考えるোがい者のࢧ援とཱࣗ」（ओ催：上智大学アジアจ化ڀݚॴ）では、インドで
ো֐者のཱࣗをࢧえるDifferent Art Centreのゴϐナート・ムトΡカドॴ長らによる講
演や、ো֐を持ちながらもマジシャンとして׆༂するヴィシϡψ氏のマジックパフΥーマ
ンスなどが行われました。
そしてアガスティン サリ理ࣄ長と日本のো֐者や社会福祉の専門家らを加えたトーク
セッションでは、「人々がো֐者をもっと਎ۙに感じ、׳れが進め͹、社会の理解やࢧ援
はもっと進Ήはず」「Different Art Centreの׆動はインドを変えることができる」と
いった意見がग़ました。

学生ஂମ　Sophia…Refugee…Support…Group…(SRSG)

Sophia Refugee Support Group 	SRSG
は、2017年に設ཱされた上智大学を
点とする学生ओಋのϘランティアஂ体です。SRSGは本学のデイビッド・)・スレーڌ
ター教授の「Digital Oral /arratives」という講義で、学生たちが日本で฻らす೉
ຽの方々の੠をه࿥し、経ݧを発৴するために300時間を௒えるインタビϡーが行
われた「Refugee 7oice +apan」というڀݚプロジェクトからܗ成されました。

SRSGは、೉ຽの方々が֬実に৯ࣄの֬อができるようにҰ؏したフードパントリーを2020年5月から、日本最
大のフードバンクであるセカンドϋーベスト・ジャパンのڠ力のもとでຖ月実ࢪしています。Ҏલ行っていた഑ૹ
サービスを༻いて഑達する৯඼഑達とはҟなり、フードパントリーの実ફによって、֤ 家ఉのफ教上の৯ݶ੍ࣄ
に൐い、೉ຽの方達がࣗらඞ要とする৯඼をબ୒することが可能となるため、৯඼ロスのݮ࡟にもܨがるサステ
ナブルな方法となっています。
私達はSRSGがܝげている目標である「人छやफ教、国੶を問われず、全ての方がडけ入れられる日本社会」をܗ
成するために日々׆動を推進していきます。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/sophia.srsg/
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DiversitZ…Channel�MeEiDal…InDlusion…ProKeDt…
ҩྍ•ޢ؃•෱ࢱ•հޢ෼໺ダイバシティ•インΫϧージϣンϓϩジェΫτ…
ཧ޻学部情報ཧ޻学科……教त……高Ԭ…ӵࢠ

ʲڀݚの֓要ʳ
֎国人のױ者さんが日本のප院を安৺してड਍できるようにするためにIC5を࢖ってԿができるかを໛ࡧしてい
ます。 
ප院でのଟޠݴ対応…。現実には、ױ者さんもҩྍ機関も通༁をඞ要としていますが、現状は状況がҟなり、双
方に大きなストレスを与えています。 
当院のツールはそんなストレスを解ফするツールです。 
֤छಉ意ॻやױ者さん΁の説໌ॻも༻意されています。 
日本のҩྍ機関をड਍する際の知識についてのݚम動ըの作成も考えています。ಉ時に、日本のҩྍैࣄ者の
人に、֎国人のױ者さんにどう઀するべきか、൴らのจ化について学んでもらうためのݚम動ըの作成も行なっ
ていきたいとࢥっています。 
日本の方ݴを࿩すױ者さんや 高ྸ者と֎国人のҩྍैࣄ者とのコミϡχέーションもスムーズにできるようにな
ります。 
最ۙでは֎国人のҩྍैࣄ者もଟくなってきています。൴らに対するݚमを行う動ը੍作も考えています。

ʲ応༻ྫʳ
ҩ 
システム構築（SoC)ASڙ対応情報ఏޠݴ෼໺におけるଟޢ福祉・介・ޢ؃ྍ・のڀݚでಘられた成Ռをݩに
新たなࢼみを始めます。 ҎԼのҩྍ機関とڞಉڀݚを行っています。

聖マリアンナҩՊ大学౦ԣප院	2018年より） 
ᘐڠҩՊ大学࡛ۄҩྍセンター（2019年より） 
౦ژҩՊࣃՊ大学	2018年ʙ2019年）

ʲ今後の発లੑʳ
コミϡχέーションো֐は֎国人ױ者と日本のҩྍैࣄ者だけの問題ではありません。֎国人ࢣޢ؃がۈ務す
るප院では、高ྸ者とのコミϡχέーションো֐が発生しています。まず、֎国人が方ݴを理解するのは非ৗに೉
しいです。方ݴを࢖わなくても、日本人の高ྸ者の੠は非ৗに௿くて、஍味で、֎国人には理解しがたいものがあ
り、これが日本人ױ者と֎国人ҩྍैࣄ者との間の大きなަ流のนとなっています。このような問題を取りআく
ことができるでしΐう。

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
。力をしていただけるとॿかりますڠ影の໘でࡱ動ը、ࡐ迎です。特に、動ը作成に関して、機׻大ڀݚಉڞ

ʲ関連特ڐ・࿦จ等  r
Olinga 5oh Raoul +oseph� EiLo 5aLaoLa )ospital
 -ocation InforNation SysteN 	)-IS
 for 'oreigners in 
+apan Xhere 5hey Can 'ind .edical Practitioners Xho SpeaL .ultiple -anguages
 Including their OXn
 
5he 17th Conference of the International Society of 5ravel .edicine 2021 
EiLo 5aLaoLa and ,osuLe )aruLi
 A deNonstration eYperiNent of a Nultilingual application for foreign 
patients
  
Proceedings of the 5ranscultural /ursing Society Conference in +apan 2020 
দ本݉Ұ、高岡ӵ子、ଟޠݴ対応院内༠ಋアプリέーションの開発
 ୈ23回 日本౉ߤҩ学会学術集会 2019

シーズ関連UR-: https://XXX.Nedical-inclusion.acadeNy/hoNe-jp

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/597/
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学生ஂମ　ಈ෺ѪޢサーΫϧにΌΜΘΜ

動෺ѪޢサークルにΌんわんは2023年に設ཱされてから現ࡏま
で、ϖット産業の現状について広める׆動をओにしてきました。ϖッ
トとしてよくࣂわれる動෺は、༷ 々な理由からࣺてられてしまうこと
があります。ࣺ てられた動෺はอ健ॴに連れて行かれてࡴॲ෼され
てしまうこともଟいです。ߋに、ϖットショップなどではརӹのために
໋をૈ຤にしているのもࣄ実です。このような現状を知らない人が
ଟいため、この現状は長い間そのままにされてきました。

この現状を変え、໋ を守り、大੾にできる世の中にするために私た
ちはプレゼンテーションなどを通して現状を知ってもらい、動෺はอ
׆うことができるということを広めるࣂ体やอ健ॴ等からでもஂޢ
動をしています。まずは਎ۙなϖットというଘࡏから始め、将来的に
は全ての動෺がշదに、ૈ ຤にされることのない世界になるために
。動しています׆

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/nyan@Xan@sophia/

άリーンインϑϥとしてのՃໜބの͞Βͳるར׆༻のためのҙࣝௐࠪ
地球環境学研究科…教त…௯২…ོ޺

新ׁࠤݝ౉ࢢ（ࠤ౉ౡ）の加ໜބは、पғ໿17Ωロϝートルのݝ内
最大のބである。୶水と海水がࠞじるؿ水ބであり、カΩのཆ৩が
੝んである。また、カϠックやSUPがָしめるほか、؛ބには༡าಓ
やサイクリングロードが整උされており、レクリエーションにも׆༻
されている。しかし、加ໜބをར༻する住ຽはҰ෦にとどまっている
のが現状である。また、「ࠤ౉ౡの金ࢁ」の世界จ化Ҩ産΁のొ࿥が
ܾఆし、さらなる観ޫৼ興を目ࢦす中、加ໜބの観ޫݯࢿとしての
ັ力向上は重要な՝題である。༷ 々な生ଶܥサービスをఏڙする
加ໜބをグリーンインフラととらえ、加ໜބが༗するଟ໘的な機能
を׆༻したさらなるར༻（ ：ྫよりັ力的な観 ・ޫレクリエーションར
༻、高ྸ者等の健康૿進΁の׆༻、環境教育΁の׆༻など）をਤる
ことがظ଴されている。

Ҏ上の状況をഎܠとして、本ڀݚでは、住ຽと観ޫ٬の加ໜބの現
状に対するೝ識やར༻実ଶ、および加ໜބのさらなるར׆༻に関す
るજࡏ的なχーズ（どのような整උやイベントが行われれ͹ར༻し
たいか等）をアンέートௐ査により೺Ѳする。そして、そこで໌らか
になった現状の問題点やར༻者の要๬を踏まえて、住ຽと観ޫ٬の
それͧれを対৅とした新たなར׆༻方法（ ：ྫイベントのఏҊや新し
い観ޫݯࢿの創ग़）を、住ຽ、஍Ҭおこしڠ力ୂ、行੓等とڠ力して
。する౼ݕ

ˎຊڀݚ͸ʢެࡒʣ೔ຊ཭ౡηϯλʔͷ཭ౡਓࡐҭ੒ۚجॿ੒ۀࣄʹΑΔॿ੒Λड͚͍ͯ·͢
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Խ学の研究ؾऩスϖΫτϧ、ಉҐମޮՌをಋೖした਺ཧϞσϧを༻い࿭੕大ٵઢ֎ࢵ
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…।教त…ౙ݄…ੈഅ

ʲڀݚの֓要ʳ
私の長ܭظըのڀݚテーマは、安ఆಉҐ体および大気化学
モデルを༻いて࿭੕大気の変動と進化をௐべることです。
その中、中ܭظըと大学院ڀݚテーマとしては、෺理と化
学աఔを༻いたୈҰݪ理ࢉܭから1࣍ݩ大気ޫ化学モデ
ルの開発とνϡーχングを行い、ྔ 子化学ࢉܭによるԹ౓-
ѹ力の寄与を考慮したࢵ֎ઢٵऩスϖクトルをٻめること
です。ଔ業ڀݚとしては、長中ܭڀݚظըとの連携ੑを持
ちながら、୯ಠੑ-ಠཱੑを༻いたڀݚテーマに取り組んで
います。
1991年、フィリϐンのϐナツϘՐࢁ෾Րによって์ग़さ
れたེԫ化߹෺105gSが成૚ݍに౸達しました。これらの
ེԫ化߹෺は༷々なࢎ化൓応をडけ、最終的にེࢎアンモχウムそしてེࢎアエロκルを生成しました（Sulfur 
Stratospheric Aerosols、ҎԼSSA）。෾Րから半年が経աした後も、65gSのアエロκルが࢒ଘしたため、໿
4.5W/N2のෛの์੍ࣹڧ力があったとݴわれています。正の์੍ࣹڧ力はԹஆ化、ෛの์੍ࣹڧ力はྫྷפ化
を引きىこします。Րࢁ෾Րによって成૚ݍ΁ེԫ化߹෺が౸達しアエロκルが生成されたことにより、஍ද໘
平ۉԹ౓が0.5ˆݮগしたことが知られています。成૚ݍアエロκルの଺ཹ時間は̍ɻ ２年であり、ϐナツϘのྫྷ
٫ޮՌは଎やかにബれていきました。このことから、ེ 力を持って੍ڧアエロκルは0.75W/N2/5gSの์ࣹࢎ
いたと考えられています。์ のݍアエロκルの૿加が成૚ࢎ෾Րによって生成したེࢁ力だけでなく、Ր੍ڧࣹ
/OYのޫ化学を変化させることにより、オκン૚ഁյ΁の寄与がࢦఠされています。成૚ࢎེݍアエロκルは、
஍ࣹ์ٿऩࢧにෛの影響を与えるためྫྷפ化要ҼのҰつとして重要です。
஍ٿԹஆ化対策として成૚ݍ΁人ҝ的ེԫ化߹෺を஫入する「ジオエンジχアリング（気候޻学）ܭը」が、ϊー
ベル化学৆ड৆者であるP. Crut[enത࢜らによりఏҊされています。これは、OCS、SO2、ེ ԫݩૉの人ҝ的
投入により、஍ٿ全体的にྫྷ٫ޮՌを持たせます。しかし、気候޻学はޮՌと෭作༻で大きな不֬実ੑがあるた
め、༷ 々なҼ子を正֬に考慮したシナリオを༻いた大ن໛モデル相ޓൺֱのඞ要があります。このようなڀݚが
2017年の׆動では可能になり、2022年౓まで続けてきました。

私は、現ࡏの஍ٿにݶらず、初ظ஍ٿ大気やܥ֎࿭੕大気のڀݚも行っています。
ଠཅܥ֎࿭੕の発見や、Ր੕等のଠཅܥ୳査の進లに൐い、生໋を॓す࿭੕の୳ࡧが始まっています。生໋を生
みग़す࿭੕環境とはԿかを୳ٻする「生໋࿭੕化学」の創成を目ࢦし、ࢎ化ؐݩ状ଶによる࿭੕環境の୸ૉछଟ
༷ੑ	CO2/CO/C)4
を୳ࡧしています。中でもCOに෋Ή࿭੕環境	CO Xorld
において、いかなる生໋ա
ఔ・化学աఔがىこりうるのかを໌らかにするڀݚを行っています。

ʲ応༻ྫʳ
஍޻ٿ学における෭作༻の༧ଌ、大ن໛Րࢁ෾Րにおける大気ྫྷ٫ޮՌやオκンഁյ

ʲ今後の発లੑʳ
ࣗ作大気モデルと൓応଎౓࿦ࢉܭの߹流

ʲڀݚ設උʳ
大ࢉܭܕ機

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
஍ٿԹஆ化対策を今後のビジネスとして考えている企業

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
SO2 photoeYcitation NechanisN unlocLs historical record of cliNate-iNpacting volcanisN. S. )attori
 
+. A. SchNidt
 .. S. +ohnson
 S. O. Danielache
 et al.
 PROCEEDI/GS O' 5)E /A5IO/A- ACADE.: O' 
SCIE/CES O' 5)E U/I5ED S5A5ES O' A.ERICA
 Under Revision
 2012.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/343/

��



໨ඪ�2� ͭ͘Δ੹೚͔ͭ͏੹೚
࣋ଓՄೳͳফඅͱੜ࢈ͷύλʔϯΛ֬อ͢Δ

ײ٬のސ にண໨したϚーέティンά（ײޒ֮）
経ࡁ学部経営学科…।教त…֎઒…୓

ʲڀݚの֓要ʳ
ফඅ者のߪങ行動は、視֮、ௌ֮、ᄿ֮などの感֮的経ݧによる影響を
डけているとݴわれています。ྫ え͹、広告から視֮的に఻わるԹかさ

（あるいは、ྫྷ たさ）などは、広告੡඼のධ価に影響を与えます。ಉ༷
に、小ചళ಄で߳りを感じたফඅ者は、その߳りと関連する੡඼をߪങ
する܏向があるともݴわれています。こうした、ޒ感にૌえかけるマー
έティング（すなわち、感֮マーέティング）のޮՌについて、༷ 々なݚ
。に取り組んだり、その成Ռを学会、産業界に発৴していますڀ

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
ʪҰൠ向けॻ੶ʫ
A.クリシϡナ（2016）h感֮マーέティング � ٬ސのޒ感がങい෺にどのような影響を与えるのか（ɦ平໦いくみ・ੴҪ༟ ・໌֎
઒୓ɹ຋༁）、༗൹ֳ

ʪ業界ࣄهࢽࡶʫ
֎઒୓（2019）「٬ސの高༲感をৢ成するʂࡾӽҏ੎୮のʠ感֮マーέティングʡ」 DIA.O/D Chain Store 50	2
 42 2019年

֎઒୓（2016）「味֮ʕओ役はઉだけにあらずʂ味֮マーέティングのԞ深さʕ」DIA.O/D Chain Store Age 47	15
 
102-103 2016年9月

ʪ学術࿦จʫ
5ogaXa
 5.
 Ishii
 ).
 ParL
 +.
 & Roy
 R. 	2023
. 5he teNperature of neXness: )oX visionrteNperature 
correspondence in advertising influences neXness perception and product evaluation. +ournal of 
#usiness Research
 160
 113801.

5ogaXa
 5.
 & Sugitani
 :. 	2022
. -ooLs 'ar #eyond .y Reach: 5he ;ooN Effect in Product 7ideos 
Influences -uYury Perception and Purchase Intention. +ournal of ConsuNer Psychology
 32	4

 687-698.

5ogaXa
 5.
 ParL
 +.
 Ishii
 ).
 & Deng
 9. 	2019
. A pacLaging visual-gustatory correspondence effect: 
using visual pacLaging design to influence flavor perception and healthy eating decisions. +ournal of 
Retailing
 95	4

 204-218

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/212/

学生ஂମ　上智大学環境อޢサーΫϧ…Green…Sophia

「エシカルエΩスポ」というイベントでGU/;Eࣜג会社	ҎԼ、GU/;E社
とڞ
ಉでブースをग़లしました。GU/;E社はϖットϘトルのラベルを水平リサイク
ルすることの実現に向けて取り組んでいます。私たちGreen Sophiaは、「1人の
100าより100人の1า」というモットーにԊい、ラベルをリサイクルするという
1人の小さなアクションの可能ੑを఻えたいと考え、今回の企ըにࢸりました。
この取り組みはSDGs目標12「つくる責任つかう責任」とܨがっています。୤プ
ラスνックが問われている現୅社会において、プラスνックに対する൱ఆ的な考えがࠜڧくあります。
しかし、プラスνックは私たちの生׆のあらΏるものに含まれ、ඞ要不可ܽなଘࡏです。

そこで、プラスνックとڞଘしていくことをલ向きに考えてもらうඞ要があると考えました。プラスνックがない
ことで気付くその価値を理解してもらうため、プラスνックがなかったੲを࠶現したブースも੍作しました。
最後のアンέートでは来৔者໿500人の8割Ҏ上がプラスνックとڞଘしていけると回答しました。この企ըを
通じて、ద੾な࢖༻によるプラスνックの༗༻ੑを఻えることができました。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/greensophia@insta/
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学生ஂମ　Darutena

carutena	カルテナ
は、ҥ෰の大ྔഇغという社会問題の解ܾを
目ࢦして、大学生、ඃ෰学生がӡ営しているஂ体です。
アップサイクル঎඼のൢചと、ҥ෰の大ྔഇغに対する問題意識の
、ணを回ऩしݹ、動しています。具体的には׆というೋつを࣠にىש
そこから新たに小෺঎඼の作成、ൢ ചまでを行っています。
また、よりଟくの人にҥྨの大ྔഇغ問題について知ってもらうた
め、S/Sでの情報発৴やग़ு授業を通したܒ໤׆動も行っていま
す。

2023年2月には「deniN collection」、2024年8月には「Nono 
collection」をテーマに、carutena୯ಠのPOPUPを開催しました。
また、2024年4月にはࣜג会社A7EDAओ催のEAR5) DA:イベ
ントにて、ඒ༰ࢣを対৅に、ファッション産業における水ݯࢿやアッ
プサイクルについての講義とワークショップを実ࢪしました。

関連Webサイト: https://carutena.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/carutena/

9: https://Y.coN/carutena

学ݟ৔のࢢ৔৯೑ࢢதԝԷചࢢౡ޿
ߍ高等学•ߍౡ学院த学޿

大ܕ঎業ࢪ設のす͙ۙくに、広ౡࢢ中ԝԷചࢢ৔৯೑ࢢ৔がありま
す。広ౡ学院では、実際のセリ৔を見学し、ࢢ৔の役割やどのように
。やಲなどがお೑になるのか説໌をडけましたڇ
ओにڇが1日におよそ30ʙ70಄、ಲが250ʙ350಄ӡ͹れてくる
そうです。ӡびࠐまれたڇやಲはまず生体ݕ査を行い、ここでҟৗ
があった時は݂ӷݕ査などのਫ਼ີݕ査を行います。ࢬ೑΁の加޻が
なされますが、この֤ஈ֊においても्ҩࢣによるݕ査が行われま
す。加޻が終わると格付けをし、その後せりにかけられます。また、
格付けの際にᘥᙪが見つかるとҰ಄につき਺ສԁ価格がԼがるそ
うです。৯೑だけでなく、ൽは革੡඼にするなど、ڇやಲなどからड
け取ったものを極力ແବにすることないようにしていることがわか
りました。

最後に৯೑加ࢢ޻৔で最ظを迎えた動෺たちに対するҚྶൾにख
を߹わせてؼりました。

今回の見学で、೑がࢢ৔にग़るまでに༷々な人が関わっていたり、
加޻৔内で༷々なࡉかいࣄฑに気をつかっていたりするのを見て、
ීஈԿ気なく೑を৯べられていることが、とてもありがたいことだとわかりました。
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可઼性のݻମిղ࣭を༻いたશݻମܕ஝ి஑の開ൃ
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…教त…౻ా…ਖ਼ത

ʲڀݚの֓要ʳ
զ々は新ݻح体ి解質としてॊ೪ੑ݁থ（プラスνッククリスタル）にண目しています。ॊ೪ੑ݁থはنଇ的に整
ྻした݁থ格子から構成されつつ、෼子レベルでは഑向的、回స的なແடংさがଘࡏする෺質としてఆ義されま
す。そのແடংさの݁Ռとして༗意なӡ動が可能となり、高い可઼ੑと構成成෼の高い֦ੑࢄを示すことが特௃
です。զ々が開発したॊ೪ੑ݁থはཱࣗੑを༗しながらࣨԹでࣗ由にܗ状を変えられるॊೈੑをもち（ࣸਅ）、そ
のイオン఻ಋ౓の値はࣨԹにおいて10-4 S cN-1を௒えます。༗機ి解ӷ（10-2 S cN-1）にはྼりますが、これま
でに報告されているॊ೪ੑ݁থࡐྉの中では極めて高い値であり、ి ஑のॆ์ిධ価を行うことが可能となって
きました。このࡐྉのポテンシャルは高く、さらにリνウムイオン఻ಋੑを高めることで全ݻ体ܕリνウムイオン
ి஑の開発を促進できるとظ଴しています。

ʲ応༻ྫʳ
リνウムイオンೋ࣍ి஑

ʲ今後の発లੑʳ
リνウムイオンೋ࣍ి஑にݶらず、ి 気ೋ重૚Ωャパシタや֤छ஝ి஑༻ݻ体ి解質として応༻がظ଴できま
す。

ʲڀݚ設උʳ
 可視෼ޫ૷ஔ、GPC：Gel PerNeation ChroNatography、ラマン෼ޫ૷ஔ、DSC：Differential・֎ࢵ
Scanning CaloriNetry、5G-D5A：5herNograviNetry-Differential 5herNal Analysis、インϐーダン
スアナライβー、ポテンショ・ガルバϊスタット、A'.：AtoNic 'orce .icroscope、ి ஑ॆ์ి૷ஔ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
高イオン఻ಋੑプラスνッククリスタルの開発
高ੑ能リνウムイオンి஑の開発
高ੑ能Ωャパシタの開発
֤छ஝ి஑の開発

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
5. Ootahara
 ,. )ataLeyaNa-Sato
 .. -. 5hoNas
 :. 5aLeoLa
 .. RiLuLaXa
 .. :oshi[aXa-'ujita

ʠEfficient EYploration of )ighly Conductive PyrrolidiniuN-#ased Ionic Plastic Crystals Using .aterials 
InforNaticsʡ
ACS Appl. Electron. .ater.
 6
 5866r5878 	2024
. 	Selected as Cover Picture


上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/335/
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環境ௐ和ػܕ能性高෼ࢠ
ཧ޻学部෺࣭生໋ཧ޻学科…教त…཮઒…੓߂

ʲڀݚの֓要ʳ
最ઌ୺の༗機߹成、高෼子߹成を࢖ۦして௒組৫体を創成
し、そこからಘられる機能（ిಋੑ、イオンੑ、生෼解ੑ）を３
つの応༻෼໺（環境エネルギー෼໺、生体・ҩ༻෼໺、ナϊి
子ޫ෼໺）につなげています。
・Кڞ役ܥ高෼子にཱ体نଇੑ、ブロック構造化、シーέン

ス੍ޚをࢪすことで、高࣍構造とి気・ޫ 特ੑの関܎を໌
らかにしています。また、機能ஂとしてޫ学ੑ׆基やイオン
ੑ基をಋ入することで෼子ೝ識能を付与するݕ౼を行って
います。

・開発が困೉であった༗機-ແ機ෳ߹体を実現するために、
ಠࣗにIn-situ重߹法や߬ૉ重߹法をཱ֬しました。これを
ར༻してϋイドΩシアパタイトଟ޸体中における生෼解ੑ
高෼子の߹成に成ޭ、両ࡐྉの༏れた特ੑをซせ持つ新ن生体ࡐྉの開発を目ࢦしています。

・ਫ਼ີ重߹法によりナϊからマイクロレベルに高࣍構造੍ޚした୸化水ૉిܥ解質ࡐྉの開発に成ޭ、高࣍構
造と෺質༌ૹの関܎を໌らかにしています。特घなナϊ構造体が、解ܾできなかったイオン高଎༌ૹとڧ౓に
おけるトレードオフの関܎を解ܾします。

ʲ応༻ྫʳ
プロトン఻ಋੑを༗する高෼子ి解質ບは、೩ྉి஑༻ి解質ບまたはアクνϡエーターࡐྉとして応༻ݕ౼さ
れています。
生෼解ੑ高෼子とアパタイトによるϋイブリッドࡐྉは、ߗ組৫体΁の応༻がݕ౼されています。
ポリνオフェンをベースとしたಋిੑ高෼子ࡐྉは、E-やଠཅి஑の応༻がݕ౼されています。

ʲ今後の発లੑʳ
し、最新の߹成技術のཱ֬と高機能デバイスを可能にする௒組৫化に関するࢦྉのさらなる高機能化を目ࡐ֤
。を推進していますڀݚ

ʲڀݚ設උʳ
高෼子߹成関連૷ஔ、高෼子ࡐྉ෼ੳ関連૷ஔ、೩ྉి஑ධ価૷ஔ、ଠཅి஑ධ価૷ஔ、ݪ子力間ݦඍڸ、レー
βーݦඍڸ、広֯9ઢ回ં૷ஔ、クリーンブース、ਅۭৠண૷ஔ、エレクトロスϐナー、ラマン෼ޫなど

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携΁のظ଴ʳ
新ࡐنྉの応༻ݕ౼とධ価技術の開発
産学׭によるҟ෼໺΁の発లڀݚ
中小企業や஍৔産業΁のڀݚ・開発ࢧ援

ʲ関連特ڐ・࿦จ等ʳ
Synthesis of )ydrophil ic-)ydrophobic #locL CopolyNer IonoNers #ased on Polyphenylenes
 ,. 
UNe[aXa
 5. OshiNa
 .. 'ujita
 :. 5aLeoLa
 .. RiLuLaXa
 ACS .acro -etters
 1
 969-972 	2012
.

「ޫ学ੑ׆ポリνオフェンのࣗݾ組৫ੑと௒ബບ化」 陸઒੓߂、஛岡༟子h ϔテロݩૉの特ੑを׆かした新機能ࡐྉ  ɦシーエム
シーग़൛
 pp207-215 	2010
.
Proton conductive-polyNer electrolyte NeNbrane
 its Nanufacture
 and fuel cell and its Nanufacture
 
.. ,aXahara
 .. 5aLaNi
 .. RiLuLaXa
 :. 5aLeoLa
 .. 'ujita
 +pn. ,oLai 5oLLyo ,oho
 +P 2008218299 
	2008
.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/383/
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Ԅඒ大ౡ੉ށ಺ொԊ؛の૶৔ܗ੒による୸ૉٵऩྔ推ఆ…
地球環境学研究科…ॿ教…๿…ܛඒ

人ݮޱগ、気候変動によるԊ؛環境の変化は日本の༷々な࣏ࣗ体がۙ年๊えている当໘の՝題である。そこで、
上智大学大学院஍ٿ環境学ڀݚՊはԄඒ大ౡの੉ށ内ொとڞにマングローブྛや૶৔のܗ成と୸ૉٵऩྔと
の間の関܎を໌らかにするためにڀݚを進めている。2022年から੉ށ内ொにてマングローブ২ྛ஍のൣғや
૶৔の成長状況などについて現஍ௐ査を行っている。具体的には࣏ࣗ体からఏڙして௖いたドローンը૾を෼ੳ
した上で、より広Ҭ的なద༻を実現するためにӴ੕ը૾を༻いるख法を開発している。このख法により࣏ࣗ体に
おけるカーϘンχϡートラル目標設ఆに役ཱてることが可能になるとಉ時に将来的には環境改ળ、およびカーϘ
ンクレジットによる経済的なิঈがظ଴できる。

このような取り組みは࣏ࣗ体の持続可能なӡ営とࣗવอ全の改ળおよびద੾な؅理法のఏҊを可能にし、人ޱ
がݮগしている中で観ޫ٬はΉしろ૿えていくという環境΁のෛ୲をܰݮするためにඞ要なઌ୺の技術をఏڙ
するので重要ੑが高い。ࣗ ࣏体からもଟ大なڠ力をडけて進めるڀݚであるため、より実ફ的にSDGs՝題に直
઀アプローνできるようなڀݚであるともݴえる。また、学術的には今までに解໌されずയવとしていたઙ海に
おける୸ૉ॥環を解໌する໘でݙߩすることがظ଴できる。

ਤɽԄඒ大ౡ੉ށ内ொの૶৔ܗ成৔ॴ（ࠨ）੉ށ内ொఏڙのドローンը （૾໼ҹはۭ間情報をಘるために作成）
（ӈ）正֬なൣғを֬ೝするために行った現஍ௐ査の༷子

地Ҭの఻౷஌にͮ͘ج୩؅ށཧख๏によるཬࢁอશ׆ಈ…
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਿӜ…ະࢠر

ଟຎٰྕの谷ాށとそのपลには、౦ژ都内ながら貴重なࣗવ環境が࢒されています。この環境は「ཬࢁ」と呼
͹れ、営೶׆動など人間の営みを介したsocioecological systeNとしてその機能や価値にۙ年஫目が集まっ
ています。

特に、஍Ҭの఻౷知に基づく水ా؅理は、「水」を介して஍Ҭの২生を育み、その環境にґڌする貴重な両生 ・ྨ
ࠛ஬ྨの生ଶをࢧえています。その機能や価値は、生෺ଟ༷ੑอ全や気候変動対策にݙߩする/ature-based 
solutions 	/bs
のͻとつとして、世界的なධ価をडけています。いまやʡSatoyaNaʡは、ࣗ વと人間の持続可
 能な関܎を示す、日本発৴の重要なコンセプトとなっています。
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この貴重なཬࢁのอ全׆動は、ொాྺ環؅理組߹、ྺ 環サポーターズ谷ށ守クラブ、౦ژ都、そのଞ஍Ҭの人々
によって୲われています。その୲いखのͻとりとして、またࢁ・઒・海のつながりを対৅とするڀݚ者としてこの
อ全׆動に参加しています。私の授業であるEnvironNental ScienceやConservationをड講する本学学生
も、上هの関܎機関のご理解とごڠ力をಘてอ全׆動΁参加し、その豊かなࣗવと人間の営みのあり方につい
て学んでいます。

「人間の҆શอো」࣮ …੒ܗ఺のڌత研究ࡍに取り組Ή国ݱ
（人間の҆શอো研究ॴʗϒϥンσィンά後ܧ事業）

ॴの֓要ڀݚ.1
人間の安全อোڀݚॴは、2017年࠾୒私ཱ大学ڀݚブランディン
グࣄ業「h 人間の安全อো 実ɦ現に取り組Ή国際的ڌڀݚ点大学とし
てのブランドܗ成」において、ࣄ業の中֩となるڀݚを୲う目的で設
ཱされました。 
ブランディングࣄ業終ྃ後も、2022年からはORIO/基金をडけ
大学ෟஔڀݚॴとして׆動しています。 貧困、環境、อ健ҩྍ、Ҡຽ
೉ຽ、平和構築の5つを、国際社会が๊える「人間の安全อো」上の
重要な՝題としてҐஔづけ、これらの՝題解ܾに༗ޮな੓策・੍ ౓
の設ܭを社会Պ学のڀݚख法を༻いて行う国際的なڌڀݚ点のܗ
成をਤることで、学術的なڀݚを通した人間の安全อোの実現に取
り組んでいます。

業の֓要ࣄ.2
「人間の安全อো」とは、それまで国家が対৅であった安全อোを、Ұ人ͻとりの人間の安全΁֦大しようという
考え方です。グローバル化が進み、༷ 々な問題が国境をӽえてޓいに影響し߹う現୅において、国際社会がอ持
しなけれ͹ならない理೦とݴえます。 
本ࣄ業では、現୅的な՝題の解ܾに向けて上智大学で行われている༷々なڀݚを「人間の安全อো」というڞ通
の視点からଊえ直し、成Ռ発৴の柱とすることによってブランディングを行っています。また、本ࣄ業の特௃は、

「人間の安全อো」を実現するためのڀݚ推進をࣄ業の֩にਾえつつ、そのڀݚや取り組みを教育やΩャリアܗ成
を推進する৔に学生や人々が集まり、さらに将来のΩャリアڀݚ援とも連携させていく点にあります。積極的にࢧ
。成していきますܗな上智大学ブランドをݻڧ໘だけではない、より広ൣでڀݚ、成にもつなげていくことでܗ

3.ओな׆動
ॴは̡ڀݚ：の推進ڀݚ 貧困ʳ̡環境ʳ̡อ健ҩྍʳ̡Ҡຽ೉ຽʳ̡平和構築 のr5つのڀݚϢχットで構成されていま
す。それͧれのڀݚϢχットは、アフリカ、౦ೆアジア、ೆ アジアをフィールドにڀݚを進め、国際学術ࢽなどで成
Ռを発දしています。 
ݚセミナー、ワークショップ、ディスカッションϖーパーを通してڀݚ、だけでなくࢽ成Ռの発৴：学会や学術ڀݚ
 。成Ռを発৴していますڀ
イベント開催：連続セミナー、シンポジウム、講演会などを開催し、人間の安全อো上の՝題や՝題解ܾの取り組
みについて広く発৴しています。2023年౓は、シンポジウム「社会Պ学・ࣗ વՊ学の両໘から取り組Ήh 人間の安
全อো 」ɦ（理޻学෦ڌڀݚ点とڞ催）ଞを開催しました。

関連Webサイト: 人間の安全อোڀݚॴ
https://dept.sophia.ac.jp/is/sihs/ 
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໨ඪ�4� ւͷ๛͔͞ΛकΖ͏
ւ༸ͱւ༸ݯࢿΛ࣋ଓՄೳͳ։ൃʹ͚ͯ޲อશ͠ɺ࣋ ଓՄೳͳܗͰར༻͢Δ

೶業ϫーΫシϣッϓܕݧのརࠜ઒ྲྀҬとԭೄのւをつͳ͙ମۄ࡛
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਫ୩…༟Ղ

ʲڀݚの֓要ʳ
2024年4月຤に、࡛ ࣗ。しましたࢪ೶業ワークショップを実ܕݧのརࠜ઒流Ҭの水ాで、体ݝۄ વ環境とจ化を
߹わせて紹介することをࢼみるアウトリーν׆動のҰ環です。

ワークショップにはཹ学生を含Ή20໊Ҏ上の上智大学生が参加しました。学生はా২えを行ったり、බを২えた
水ాでऩ֭されたおถをࢼ৯したり、एख೶家とަ流したりすることを通じて、ָ しくॆ実した時間をաごせたよ
うです。また、׆動を通じて連携するࣗવ教ࣨ;͊みーΏ（ԭೄݝಹ೼ࢢ）のڌ点となっているԭೄの৯べ෺のࢼ
৯や、੩岡の日本஡のࢼҿ、日本ݹ来の方法を࠶現したサウナを体ݧする機会もఏڙしました。

ʲڀݚの発లੑʳ
今後も஍Ҭの環境とจ化をอܧ、ޢঝする方法について、ԭೄや࡛ۄのアウトリーν׆動を通じて໛ࡧしていき
たいとࢥいます。また、今回は実現できませんでしたが、このような׆動の৔でҠ動ల示を実ફする方法につい
ても考えていきたいとࢥいます。

関連Webサイト: 
https://researchNap.jp/blogs/blog@entries/vieX/943932/665b5c2ba1332f557fb0c1ea07257e1b fraNe@id�399665

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/faNille@for@natureconservation/
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アイϥンυ・サステナビリティ研究ॴ（ISI)

上智大学アイランド・サステナビリティڀݚॴ（ISI）は、アジア
ଠ平༸஍Ҭを中৺に、レジリエンス、੬ऑੑ、ద応能力に関す
るデータऩ集をओとするフィールドベースの社会生ଶ学的プ
ロダクションシステムや੓策ཱҊ、プロジェクトӡ営の経ݧや
専門知識を持っています。また、小ن໛ړ業や೶業コミϡχ
ティの状況、現஍特༗の生෺ଟ༷ （ੑอ۠ޢ、ࣗ વを׆༻した
解ܾ策など）、気候変動΁のద応੓策の෼ੳにもैࣄしてきま
した。コミϡχティのエンパワϝントを׆動の࣠にਾえ、特に
ౡቦ஍Ҭの小ن໛೶業、アグロフΥレストリー、ړ業における
ঁੑの役割等を含Ήジェンダー関連のプロジェクトやڀݚに
積極的に関与しています。

SDGsの目標2、3、5、6、13、14、15、17と関わりのある具体的な׆動ྫとして、ҎԼがڍげられます。

ɾ྘ͷجީؾ ʢۚG$'ʣʹ ΑΔϛΫϩωγΞ࿈๜ʢ'S.ʣશҬͷ೶ՈੈଳͷͨΊͷީؾదԠܕ৯ྉ҆શอোϓϩ
δΣΫτ 

ミクロネシア連๜全Ҭで৯ྉ安全อোに向けて行われるすべての׆動を、ܧ続的に監ಜ・モχタリングするため
の「'.S৯ྐ安全อো国家ௐ整ϝカχズム」構築にあたり、੓෎・非੓෎のෳ਺のステークϗルダーとڠ力しまし
た。またISIは本プロジェクトのԼ、੓策プロトコルとガイドライン、ܭڀݚը、作業ܭըの策ఆも進めており、気候
変動にڧい৯ྐ生産を関連੓策・ઓུに組み入れることで、ミクロネシア連๜において৯ྐ安全อোが長ظ的に
実現することを目ࢦしています。この׆動はओにSDGsの目標 2と13に関連しています。

ɾ྘ͷجީؾ ʢۚG$'ʣͷۚࢿఏڙͱଠฏ༸ڞಉମʢS1$ʣͷ׆ಈʹΑΔɺ஍ҬࣾձΛج൫ͱͨ͠શީؾࠃมಈ
దԠϓϩδΣΫτ 

ミクロネシアにおける本プロジェクトの設ཱに関与することで、SDGsの目標13のほか2、6、14、15にもݙߩし
ています。この׆動では、コミϡχέーションܭը、ॿ成金֫ಘのための࣏ࣗ体向けݚम教ࡐ、環境・社会的อޢ
に関するࢿྉの作成、ݚमなどに携わってきました。

ɾࠃ࿈ࡍࠃ೶ۀ։ൃج ʢۚ*'"Dʣɹখౡቦ৯ྐͱਫϓϩδΣΫτʢS*'8a1ʣ 
国際೶業開発基金のଠ平༸஍Ҭࣄ務ॴと進めているプロジェクトです。ISIは2022年よりཱち上げલの׆動に
携わってきました。SI'WaPが対৅としているのは、世界ۜ行が特に環境໘で੬ऑな国とする̐ つの小ౡቦ開発
్上国（マーシャルॾౡڞ和国、ミクロネシア連๜、Ωリバスڞ和国、バψアツڞ和国）における೶業および水プロ
ジェクトです。ISIは、̐ つの国々すべてにおいてࣄલの全国ワークショップをڞಉ開催、ௐ整、進行しました。また、
モχタリングධ価ガイドラインと影響ධ価コンセプトϊートも作成しています。ISIは̐か国いずれにおいてもࣄ
લワークショップで積極的な役割をՌたし、2024年य़からՆにかけてはプロジェクトのಋ入にैࣄしています。 

ɾԼాࢢɹΤίπʔϦζϜ͓Αͼւ࠶؛ੜϓϩδΣΫτ
2022年に੩岡ݝԼాࢢ役ॴより、2022年7月から現ࡏまで開催されている月ྫ会ٞの࢘会進行、取りまとめ、
をఏग़。2023年7月ݴ役ॴにॴ見と੓策ఏࢢಉओ催をґཔいただきました。2023年6月には、ISIからԼాڞ
Ҏ߱、ISIはプロジェクトνームを཰いて、エコツーリズム、海༸社会生ଶ学的生産システムと海のอޢや持続可
能なར༻に関する「生ଶܥサービス΁のࢧ෷い」スΩーム、ཬࢁ・ཬ海౷߹੓策設ܭおよび環境教育׆動のల開
に取り組んでいます。2024年1月からは、コロンビアのϋベリアナ大学、ஜ೾大学Լాྟ海実ݧセンターとڞಉ
で、海࠶؛生プロジェクトに取り組んでいます。これは学生と教員、そしてԼాࢢ役ॴとサーフィンコミϡχティ
の୅දがڠ力して、海؛の生ଶܥを৐っ取ってしまった֎来২෺をۦআし、ইついた生ଶܥをঃ々に࠶生するも
のです。׆動はִ月で行われ、2024年6月にはԼాࢢで、ϋベリアナ大学・ஜ೾大学・ISIの教授ਞ、Լాࢢ役ॴ、
サーフィンコミϡχティによってシンポジウムが開かれました。関৺のあるࢢຽを対৅に、ইついた海؛生ଶܥに
ついて、そして生ଶ࠶ܥ生とࣗવอޢにおけるエコツーリズムの役割について知ってもらう機会となりました。上
智大学とஜ೾大学の学生も参加しました。
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ϓϩδΣΫτڀݚ
ɾখౡቦ։ൃ్্ࠃʢS*DSʣʹ ͓͚ΔࣗવΛ׆༻ͨ͠ղܾࡦʹର͢Δީؾ੓ࡦίϛοτϝϯτͷධՁ
2023年、ISIはϋベリアナ大学、アルバ大学、੢インドॾౡ大学、マーシャルॾౡڞ和国੓෎、ミクロネシアࣗવ
อޢ基金、β・ネイνャー・コンサーバンシー、ଠ平༸ڞಉ体（ଠ平༸の15Ҏ上のSIDSを含Ή）と連携し、ౡቦ国
およびౡቦ஍Ҭでのࣗવを׆༻した解ܾ策（/bS）に関する学際的ڀݚプロジェクトをཱち上げました。現ࡏ、上
智大学大学院஍ٿ環境学ڀݚՊの大学院生໊̐を含Ή、23໊のڀݚ者がڞಉで取り組んでいます。 

ISIがओಋする本ڀݚのओな目的は、SIDSॾ国が、気候変動΁のద応、気候変動の؇和、そして֐ࡂ対策のため
の意義あるアプローνとして、国の気候੓策に/bSを組み入れるܗでコミットしているかどうか、その౓߹いを
理解することです。 

この目的を達成するため、ҎԼの方਑を設けています。
1.  57のSIDSおよび/またはౡቦ஍Ҭ（アルバなど）が気候変動関連の੓策・法律でنఆする内༰について、気候

変動対策としての/bSの組み入れ౓、/bS΁のコミットϝント౓がධ価できる/bS੓策スコアカードを作成
する。

2.  このスコアカードを全SIDSの気候変動関連੓策・法律にద༻し、ҎԼを໌らかにする。
ɹ a.気候変動対策としての/bSに最も大きくコミットしているのはどの国か
ɹ b.より大きくコミットすることでརӹをಘる可能ੑがあるのはどの国か
ɹ c.気候変動対策としての/bSの、どのଆ໘が最高スコア・最௿スコアとなるのか
3.  全SIDS（57のSIDSおよびౡቦ஍Ҭが対৅）のデータのベースラインを設ఆし、/bS΁のさらなるコミットϝ

ントや、/bSのさらなる組み入れがٻめられる෼໺を特ఆする。

2024年8月、ISIは上智大学学術ڀݚ特ผ推進අより、重点ྖҬڀݚとして3年間のڀݚॿ成をडけることが
ܾまりました。ڀݚプロジェクトのタイトルは「.easuring the cliNate policy coNNitNents of sNall 
island developing states and territories to nature-based solutions」です。

サέをғ ɿ͏೔ຊに͓͚るࣾձ生ଶ学తϨジリΤンスとサέཆ৩…
国ࡍ教ཆ学部国ࡍ教ཆ学科…教त…ҏ౻…ؽ

本ڀݚは、ٸ଎に発లしているサέのཆ৩とその日本の社会
および生ଶܥ΁の影響について考࡯します。これまでのڀݚ
では、コストݮ࡟やཆ৩技術のޮ཰向上に焦点がஔかれてき
ましたが、サέཆ৩の社会-生ଶ学的な影響についてはほと
んどڀݚされていません。サέをғうということは、ཆ৩の技
術的および生෺学的な革新だけでなく、サέをີۓかつෳࡶ
にབྷみ߹った社会生ଶ学的システム（SES）から੾り཭すこと
でもあります。 
さらに、サέは、世界の৯ྉ経済における৯ྉ঎඼であると
ಉ時に、ࣗ વの৯෺連࠯におけるΩーストーンछでもありま
す。SES෼ੳを༻いて、特ఆのछのғいࠐみがطଘの生ଶܥの持続可能ੑおよびその生産、流通、ফඅに対する
ガバナンスにどのように影響するかをௐ査します。本ڀݚは、人間と非人間の両方の持続可能ੑを考慮した環境
੓策ཱҊに、社会生ଶ学的相ޓ作༻のෳੑࡶを౷߹することを目ࢦしています。

サέཆ৩： ιウルオブジャパンࣜג会社΁のインタビϡー
https://XXX.Lasasustainability.org/post/salNon-aRuaculture-an-intervieX-Xith-soul-of-japan

サέཆ৩： 'RD +apan΁のインタビϡー
https://XXX.Lasasustainability.org/post/salNon-aRuaculture-an-intervieX-Xith-frd-japan

サέとઌ住ຽ： ࠩ間正थ氏とࢢ઒守߂氏΁のインタビϡー
https://XXX.Lasasustainabil ity.org/post/salNon-and-indigenous-people-an-intervieX-Xith-
NasaLi-sashiNa-and-Norihiro-ichiLaXa
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໨ඪ��� ཮ͷ๛͔͞ΛकΖ͏
཮্ੜଶܥͷอޢɺճ෮͓Αͼ࣋ଓՄೳͳར༻ͷਪਐɺ৿ྛͷ࣋ଓՄೳͳ؅ཧɺ࠭
യԽ΁ͷରॲɺ౔஍ྼԽͷ્͓ࢭΑͼٯసɺͳΒͼʹੜ෺ଟ༷ੑଛࣦͷ્ࢭΛਤΔ

҆ܳ高ాࢢのङྌମݧ߹॓
ߍ高等学•ߍౡ学院த学޿

「安ܳ高ాࢢ໺生ௗ्৯೑ॲ理加ࢪ޻設」で৯೑ॲ理の༷子と実際の᠘ྌの
現৔を見学しました。

広 ౡ ݝ の ほ΅ 中 ԝにҐ ஔ する人 ޱ ໿ 2 7 
 0 0 0 人 の 安 ܳ 高 ా には、໿ࢢ
12
000಄のシカがいるのではないかと推ఆされています。೶作෺ඃ֐が深
আするだけでなく、ඒ味しく৯べることができۦ化しているのですが、ただࠁ
ないかということをࢪ設の人は考え、シカの解体をしていました。とてもӴ生
的かつஸೡにૉ早くॲ理がされていました。

࣍の日の早ே、シカが᠘にかかったということで、現৔に行き、実際にࢭめさし
する৔໘を見学しました。シカの಄を๮でたたき、気ઈさせたのち、ᰍ動຺を
੾り、݂ をൈきます。そして、す͙にॲ理加ࢪ޻設に持っていくという流れでし
た。ストレスなくଈࢮさせるため本来はྌॐでやるらしいのですがその日はた
またまނোしていて໦の๮でटをԥりとどめをさしていました。3回くらいԥるのですがԥるたびにすごく੠をあ
げて๫れ回るのでかなりショッΩングなޫܠでした。

今回のݚमで्֐問題や、どのように生き෺が৯೑になっていくのかを知ることができ、໋ をいただくこと、そし
てແବにしないということが਎にᔍみました。

ϑϥϫーアϨンジメンτとՖஃͮ͘り
上智෱Ԭத学高等学ߍ

いの中で、企業や行੓とタイアップしࢥ年౓から本校では「Ֆ」に஫目して、Ֆや྘で஍Ҭを໌るくしたいというࡢ
て׆動を行っています。

1つ目の׆動は、̟̖ീঁからՖをৡりडけ、それをจ化ࡇや福岡ࢢ動২෺Ԃでのイベントでお٬༷にフラワーア
レンジϝントをָしみお持ちؼりいただくという企ըです。このようにしてՖや྘を生׆のҰ෦にしていただいて
おります。

2つ目の׆動は、Ֆஃ作りです。学校にྡ઀する福岡ࢢ動২෺Ԃと࿩し߹い、২෺Ԃෑ஍内の新しいՖஃ作りに
成までՖஃの設ஔに携わりました。このՖஃの׬力しました。Ֆஃは生ెがデβインし、බを২えるところからڠ
水やりやՖఠみ等の؅理も生ెが行っています。このԑで福岡ࢢのフラワーフェスティバルにもՖஃを作って参
加させていただくことができ、ࢢ長からදজをडけました。さらにҰ人ҰՖサミット2024の中で、福岡ࢢが推進
するҰ人ҰՖӡ動にݙߩした企業、ஂ 体、個人がදজされる「Ұ人ҰՖӡ動ࣄ業ޭ࿑者」෦門にબ͹れ、特にݙߩ
したஂ体としてこのたびもࢢ長から直઀දজをडけました。

なお、これら２つの׆動は現ࡏも本校生ెを中৺にܧ続して行われています。
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アンコーϧ地Ҭに͓͚るจԽҨ࢈教育ʵ学ज़෼໺͔Β地Ҭࣾձ΁ʵ
上智大学アジア人ࡐཆ੒研究センλー…研究員…/)IM…Sotheavin

��จԽҨڭ࢈ҭϓϩάϥϜͷඞཁੑ

現ࡏ、カンϘジアの学校教育において、アンコールのྺ史やจ化Ҩ産に対する知識や情報、特に学校のカリΩϡ
ラムにおける教ࡐ等が不଍している。中学校から高校までの教Պॻを見るとカンϘジアのྺ史やアンコールҨ੻
のྺ史、そしてจ化Ҩ産についての࿩はとてもগない。さらに、ྺ 史とจ化についてカンϘジアޠの本がগない
ため、Ұൠの人々はࣗ෼の国のྺ史やจ化を知らない。
内ઓ中、特に1980年୅から1990年୅初಄にかけて、ྺ 史的ݐ造෺のある஍Ҭはݥةだった。あるカンϘジア人
Ҩ੻อଘ׭は、1
070のࣉ院Ҩ੻のほ΅80ˋがඃ֐をडけたと推ఆしている。ଟくのඒ術඼がུୣされ、国際
に応え、本来は値ஈをつけられないようなจ化Ҩ産の価値について考慮しないҰ෦のコٻ৔でのඒ術঎の要ࢢ
レクターのखに౉ったのである。長い間ฆ૪に直໘していたカンϘジアのような小国では、こうしたඒ術඼の不
法なີ༌が広ൣғで行なわれていた。1つだけྫをڍげるなら、1988年Ҏ来、サβビーは໿377個のクϝール
ඒ術඼をऩ集したという。
これはུୣとऩ集のີ઀な関܎を示している。現ࡏもඒ術඼のུୣやഁյの報告がある。それは人々がそれら
のඒ術඼のਅの価値を理解していないからである。ඒ術඼のҧ法なུୣを๷͗、อޢしていくために、จ化Ҩ産
の価値やそれらが示すྺ史を学Ϳための機会をఏڙするจ化Ҩ産教育を実ࢪしていくことがٻめられている。

2�จԽҨڭ࢈ҭϓϩάϥϜʹ͓͚ΔιϑΟΞwϛογϣϯͷ׆ಈ

アンコールのྺ史を知るためのॾࢿྉの不଍やจ化Ҩ産に関する知識が஍ݩ住ຽの間に不଍している状況をؑ
みて、最初に൴らに対する説໌を行うඞ要があった。その1つのखஈとして、զ々はӳޠ、日本ޠ、クϝールޠで子
ども向けのジϡχア・ガイドブックを作成した。これらによって、զ々はアンコールのྺ史とจ化、そしてจ化Ҩ産
の価値について؆ܿにわかりやすく説໌した。
Պ学的な考ݹ学的発۷には、学術ڀݚの成Ռだけでなく、஍ݩ住ຽが発۷の目的と方法を理解するための機会
やखがかりをఏڙしてくれるଆ໘もある。զ々はଜ人、特に子どもたちを対৅に、考ݹ学ڀݚのプロセスと重要
ੑについて教育するඞ要があると考えた。子どもたちは私たちの未来である。൴らは学んだことを未来の世୅に
かし、఻えることができる。զ々は、子どもたちに対してアンコールのྺ史とจ化Ҩ産の価値についての知識を׆
ఏڙするだけではなく、それらの知識をଜの家଒や༑人に఻えるよう促してきた。もし൴らが、จ化Ҩ産の価値を
理解することができれ͹、൴らはࣗ෼たちのࣉ院Ҩ੻やඒ術的に価値ある作඼をଚ重する意識がڧまり、จ化Ҩ
産のอޢにڠ力するようになるだろう。

จ化Ҩ産教育は、ڀݚの成Ռとしてಘられた知識をڀݚ者の間だけで઎༗するのではなく、஍Ҭ社会とڞ༗する
ことを目ࢦしている。なぜなら、長ظ的視点にཱて͹、஍Ҭ社会に対する教育はจ化Ҩ産のอޢという՝題のҰ
෦としてҐஔづけられるからだ。஍Ҭ社会の人々がこのようなೝ識をಘるためにもڀݚを͙ٸඞ要があるが、こ
れまで取り組んできたҨ੻サイト・ツアーをはじめとして、஍Ҭ社会の人々に考ݹ学に対するೝ識を促す׆動とと
もに取り組んでいきたい。

மʣຊhߘ Ξϯίʔϧ஍Ҭʹ͓͚ΔจԽҨڭ࢈ҭʕֶज़෼໺͔Β஍Ҭࣾձ΁ʵ ͸ɦΧϯϘδΞͷจԽ෮ڵ�	��
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໨ඪ��� ฏ࿨ͱެਖ਼Λ͢΂ͯͷਓʹ
࣋ଓՄೳͳ։ൃʹ͚ͯ޲ฏ࿨ͰแઁతͳࣾձΛਪਐ͠ɺ͢ ΂ͯͷਓʹ࢘๏΁ͷΞΫηε
Λఏ͢ڙΔͱͱ΋ʹɺ͋ ΒΏΔϨϕϧʹ͓͍ͯޮՌతͰ੹೚͋Δแઁతͳ੍౓Λߏங͢Δ

SDGؔ׆܎ಈ記࿥
άϩーバϧ教育センλー…教त…౦…大࡞

２０２３年から２０２̐ 年̕月にかけて、̨̙̜͂ の達成にݙߩするためのࣄ業をいくつか行う機会にܙまれた。ҎԼ、ओ
に３点について؆୯に紹介したい。

Ψβฆ૪ͱਓಓഁ୼ʹ͍ͭͯ
２０２３年 ０̍月̓日のϋマスのӽ境ܸ߈をきっかけに、イスラエルとϋマスの全໘ઓ૪がຄ発した。イスラエル܉
がガβに৵߈し、これまでに̐ ສ人Ҏ上のガβの住ຽが֐ࡴされるという人ಓഁ୼にؕっている。
ガβฆ૪がຄ発した時、私は２０２３年̕月から、上智大学のサバテイカルをར༻して、ϋーバード大学日ถڀݚプ
ログラムに、٬員教員（7isiting Scholar）としてϘストンで生׆していた。̍０月後半に２ि間、χϡーϤークに଺
大学でウクライナઓ૪終݁΁ཱࢢ機についての講演をしたり、χϡーϤークةし国連本෦で、アフガンの人ಓࡏ
の՝題について講演しつつ、ウクライナઓ૪、アフガン人ಓة機、ೆ スーダン平和構築について、国連װ෦と意見
。をする༧ఆになっていたが、その直લに、ガβでのฆ૪がຄ発した׵ަ
たまたま、２０２３年２月に、私をアフガンにটᡈしてくれた、当時の̪̣̙̥ アフガンॴ長だったアブダラ・アブダリ氏
が、２０２３年̑月から、χϡーϤークの̪̣̙̥ 本෦のアラブ୲当ہ長にෝ任し、ガβの෮興を౷ׅするཱ৔になって
いた。ウクライナઓ૪、アフガン人ಓة機、ೆ スーダン平和構築について༧ఆの講演やௐ査を終えた後、̍０月３̍
日にχϡーϤークでアブダリ氏とೋ人で৯ࣄする機会があった。その際、ガβのഁյについて̪̣̙̥ がग़す༧ఆ
のレポートについて専門家として関わってཉしいというґཔがあり、ಉ年̍̍ 月と̍ ２月にग़されたೋつの̪̣̙̥ レ
ポートについて、ࣄલにߘݪを見て、専門家としてコϝントをग़し、それが最終的なレポートに൓өされた。
また̍ ２月にҰ時ؼ国した際、̍２月２２日に上智大学で「ガβのฆ૪と人ಓ的ഁہをࢭめるためにʙ中౦和平の現実
と２国家解ܾ΁の໛ࡧʙ」をアガスティン サリ上智学院理ࣄ長と開催した。̣ ̝̠ からもインタビϡーのґཔがあり、
私のインタビϡー企ը൪組が、２０２̐ 年̍月２３日の「̣̝ ̠おはよう日本」̓ 時୆で̒ ෼ほど์ૹされ、またウエブࣄه
でも私のガβのఀઓに向けたݤや、その後のガβの෮興についてのఏҊが紹介された。（ウエブࣄهはҎԼ）

https://XXX.nhL.jp/p/ohayou/ts/2-P4R;8;:3/blog/bl/p[vl7XDPRn/bp/panb-jrWda/

その後、２０２̐ 年̐月̑日に、̣ ̝̠ ̨̗ の「国際報ಓ」という൪組で、ガβিಥから半年のタイミングで໿̍時間の特
集࿮が設けられ、私もग़演して、なぜガβでのઓಆが終わらないのか、ఀ ઓに向けてԿがඞ要か、その後の෮興
や平和構築のプロセスにおいて、日本がどんな役割をՌたせるか、などについて解説・ఏݴした。２０２̐ 年̔月̒日
にも、̣ ̝̠ ラジオޕલ̓時୆のχϡースの企ը「ここがฉきたい」のコーナーにग़演し、໿̍̐ ෼間、ウクライナઓ
૪終݁の՝題や、ガβฆ૪のఀࢭと෮興に向けた日本の役割、それҎ֎の஍Ҭにおける平和構築について日本
がՌたせる役割について解説・ఏݴした。

ೆεʔμϯͷฏ࿨ߏஙʹ͍ͭͯ
ೆスーダンは２０̍ ̍年にಠཱした後、２０̍ ３年に内ઓにಥ入、２０̍ ̔年̕月の和平߹意により、現ࡏはҰ応ఀઓが
อたれている。私は２０̍ ̕年、２０２３年に続き、2024年2月にもೆスーダンを๚問。ೆ スーダン現஍では、ฆ૪グ
ループのҰ方のࢦಋ者であるマνャールୈҰ෭大౷ྖ、Ωール大౷ྖとۙいモーガン֎務大ਉ、その双方の対
࿩をܨいでいるタバンデンガイ෭大౷ྖ、ϔイιン国連ೆスーダン୅දなどとҰ人̍時間にわたって࠙ஊを行
い、ೆ スーダンの持続的な平和作りに向け、専門家としてのアドバイスを続けた。
また、+ICAがࢧ援を続けるೆスーダン公์ڞૹہ（SS#C）の講ࢣとして「平和構築とϝディア」について、̐ 回の
連続講義を実ࢪ。SS#Cのه者やデイレクターや์ૹ෦長やہ長などװ෦に向けて講演しつつ、ೆ スーダンの
平和構築΁の՝題と、それをࠀ෰するためにどんな൪組を作っていくべきか、ڞにٞ࿦を重Ͷた。それもあって
SS#Cが、私とマνャールୈҰ෭大౷ྖの࠙ஊ、私とモーガン֎務大ਉとの࠙ஊ、私のSS#Cでの講演の༷子の
リポートなど、ޕ後8時からのϝインχϡースで、私のೆスーダンでの׆動を３回にわたり์ૹした。またผ్、
SS#Cの40෼のインタビϡー൪組΁のग़演ґཔがあり、ೆ スーダンの平和構築΁の私のఏݴが์ૹされた。
２０２̐ 年຤には、ೆ スーダンは初めての大౷ྖબڍが༧ఆされており、持続的な平和を作ることができるかの
正೦৔である。それをલにೆスーダンの最高ࢦಋ者とಥっࠐんだٞ࿦ができたことや、̨̨̗ ̘のه者やデイレク
ターと具体的な൪組作りについてٞ࿦できたことは、意義があったと考えている。
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ΞΧσϛοΫͳௐࠪ΍ڀݚɺग़൛΍ߨԋɺڭҭΛ௨ͨ͡ݙߩ
私は２０２２年２月にӳޠの２࡭目の୯ஶ、ʠInc lus i v i t y  in  .ed ia t ion  and Peacebu i ld ing :  U/
 
/eighboring States
 and Global PoXersʡ をイギリスのEdXard Elgar社からग़൛したが、その本につい
て、平和構築やP,Oに関し世界で最もಡまれているӳจジャーナルのҰつである、+ournal of International 
PeaceLeeping で、2024年̐月にॻධがग़て高くධ価された。

また2022年2月にロシアによるウクライナ৵߈が始まり、2023年2月に「ウクライナઓ૪をどう終わらせるかʙ
和平ௐఀのݶ界と可能ੑ」（ؠ೾新ॻ）をग़൛、ಉ月２̒ 日์ૹの/),日༵౼࿦で、ྛ ֎務大ਉとڞ演し、「日本が
G̓ٞ長国であるཱ৔を׆かし、G20のٞ長国だったインドとڠ力して、新興国・్ 上国とG7を͗ܨ、ロシアがウ
クライナからఫୀするܗでこのઓ૪が終わるようグローバルな機ӡを高める役割を日本はՌたせる」というఏҊ
を行った。

これもडけ、2023年9月から半年間ϋーバード大学日ถڀݚプログラムの٬員教員としてϘストンに଺ࡏして
いた間、ถ国やカナダで ２̍回、ओにウクライナઓ૪の終݁、ೆ スーダンの平和構築、アフガンの人ಓة機につい
て、講演する機会にܙまれた。ϋーバード大学では３回講演を行い、それҎ֎にタフツ大学、χϡーϤークཱࢢ大
学、ブリティッシϡ・コロンビア大学、トロント大学、χϡーϤークの国連本෦などで、ଟくの専門家とৄࡉなٞ࿦が
できたことは、今後のڀݚを考える上でも非ৗに役ཱった。それをडけて２０２̐ 年̍月に、３࡭目のӳޠの୯ஶに
ついてのґཔがあったRoutledge社に対して、本の企ըॻをૹった。専門家のリビϡーを経て、Routledge社と
࣍のӳஶ、ʠ.ediation and Peacebuilding in an Age of Divisionʡ	２０２̒ 年ग़൛༧ఆ
について、正ࣜに
ग़൛ܖ໿を݁んだ。

教育໘では、２０２̐ 年̐月から上智大学で講義を࠶開し、日本を୅දする੓策責任者や専門家をটき「人間の安全
อোと平和構築」の連続セミナーを̑回にわたってओ催した。̐ 月からは上智大学国際ڠ力学専߈のओ任を務め、
大学院生のࢦಋも行っている。
それに加え、上智大学サークル「平和構築・国際ڠ力ڀݚ会」のސ問として月にҰ౓ษڧ会でࢦಋしながら、２０２̐
年̔月̑日から̓ 日まで、福ౡݝいわきࢢや࿘ߐொの全໘的なڠ力のԼ、ඃࡂ஍・෮興・ࣗ વ࠶生エネルギー・スタ
ディツアーを実ࢪした。̍２人の上智の学生とڞに、༸上෩力発ిや、水ૉ発ిの՝題を現஍で学びながら、今も
ۤ境にあるړ業者や೶業関܎者との࠙ஊも行い、日本の෮興のࡏり方について学Ϳ機会を作ったことは、SDG͂
の՝題を学生とҰॹに考える意味でも、意義が大きかったと考えている。

����೥�݄��೔ɺ௒ౘ೿ͷਓٞޱ࿈0*$λϦΫɾΞϑΨϯ୲౰ಛ࢖ͱڞʹ
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学生ஂମ　#0/D〜֎国人࿑ಇ ・ऀ೉ຽとڞにาΉձ〜上智大ࢧ部

学生ஂ体ɹ#O/Dʙ֎国人࿑働者・೉ຽとڞにาΉ会ʙ上智大ࢧ
෦は、日本に฻らす೉ຽやҠ住࿑働者など「ࢿཹࡏ格のない」方のࢧ
援をし、入؅問題のࠜ本的解ܾを目ࢦして׆動する学生ࢢຽஂ体で
す。2019年によりଟくの学生に問題を知ってもらうためにࢧ෦が設
ཱされました。

具体的な׆動内༰は大きく３つあります。
1つ目は入ࢪ؅設での໘会׆動です。ඃऩ༰者と対࿩しऩ༰ॴ内の
状況やॲ۰を೺Ѳし、非人ಓ的な状況が໌らかになった৔߹は改ળをٻめて入؅にਃし入れを行います。またࢪ
設֎のग़来ࣄの情報ڞ༗や、当ࣄ者ಉ࢜のڮ౉しの役割も୲っています。
2つ目はS/Sを࢖った広報׆動です。ओ催するイベントや՝題の現状を知ることに役ཱつ情報などを発৴してい
ます。
3つ目は、イベント企ըです。問題を理解するためのイベントや学श会を行い、入؅問題解ܾのための世࿦をܗ成
し、ࠜ 本的解ܾを目ࢦします。2023年Ҏ߱は、Ծ์໔者の࿩をฉく会、Ծ์໔の子ڙたちによるֆը作จల、ө
ը上ө会、国際シンポジウム、ࢮ๢݅ࣄの௥ౣ集会、֗ ಄ॺ໊アクションなどを行いました。

当ࣄ者視点にཱち、学生とࢢຽの力で日本でのཹࡏを๬んでいる人が、あらΏるแઁや人ݖอোからলかれてし
まっている現状を変えていくことがඞ要です。私たちは、೉ຽ・֎国人࿑働者ࢧ援という࿮組みを௒え、日本に住
Ήすべての人のݖརが守られる社会を目ࢦしアクションをܧ続していきます。

関連Webサイト: https://nanNiN-bond.aNebaoXnd.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/bond.sophia2022/

9: https://Y.coN/nanNin@bond

毎೔์ૹຊࣾ๚໰
࿡ߕ学院த学ߍ•高等学ߍ

本校では中学3年を対৅に「中学ଔ業࿦จ」という取り組みを実ࢪし
ています。生ెに対して、社会、世界に対する関৺を育て、現ࡏの学
शは社会をよりよくするためのものであることを実感させるために
行っています。また、中学2年を対৅に年に10回Ҏ上の「フィールド
ワーク」を行っています。

企業、ڀݚ機関、׭公ிを๚問させていただき、そこで働く方々と઀
し、༷ 々な見学や体ݧをするプログラムです。今回は、2024年8月
7日に実ࢪした「ຖ日์ૹ本社๚問」をྫにڍげます。

社員との࠙ஊの機会があり、1999年8月、౦ティモールのಠཱにつ
いての住ຽ投ථを特೿員として取ࡐに行かれた方がお࿩しされまし
た。78.5ˋがインドネシアからのಠཱにࢍ成という݁Ռになりまし
たが、その後、ຽฌなどのಠཱ൓対೿のഁյ・๫力行ҝが૿ٸし、現
஍の࣏安はܹٸにѱ化しました。この社員の方も、取ࡐ中に「これҎ
上取ࡐ、報ಓを続けたらࡴす」とԿ౓かڴഭをडけたとのこと。

「ಠཱࢍ成が8割ۙくという国ຽの意ࢥをແ視し、๫力でࣗ෼たち
のࢥい通りにすること」΁のૉ直なౖりがわいた、とお࿩しされまし
た。報ಓに携わる֮ޛとഭ力にڧい感໏をडけました。
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๺ւಓീӢொとのަྲྀ事業

๺海ಓീӢொは๺海ಓೆ੢෦にҐஔし、ଠ平༸と日本海の2つの海
に໘しています。೶業やཙ೶、海産෺などの1࣍産業が੝んで、「๺
海ಓ໦ூり熊発঵の஍」としてもۙ年஫目を集めています。また、
2030年౓຤には๺海ಓ新װઢの新ീӢ（Ծশ）Ӻが開業༧ఆで
す。

そんなീӢொと上智大学は、「ീӢொަ流ࣄ業」という՝֎教育プロ
グラムをຖ年実ࢪしています。これは、本学ଔ業生でࣜג会社デル
ιーレの୅ද取క役CEOであり、Ұൠ社ஂ法人ほの΅のӡ動ٞڠ
会の理ࣄ長でもある大Տؽݪ氏の発Ҋとごࢧ援により、2015年か
ら始まった体ܕݧ教育プログラムです。
学生はീӢொの人々とのަ流を通じて、ொの産業・จ化・ྺ 史を学
び、直઀体ݧすることで、ീӢொについて、さらには日本の産業につ
いて学びながら、日本と世界のަ流のあり方を考え、ീӢொのまち
づくりに関するఏݴを行います。2018年には、「ീӢொが目ࢦすま
ちづくりと上智学院がܝげる教育理೦をڞ通߲として、国際連߹が
げるhܝ 持続可能な開発目標（SDGs）ɦ の実現に寄与することによ
り、双方の発లのため、連携を深めること」を目的に、学校法人上智
学院とീӢொで連携ڠఆをక݁しました。

2023年౓は日本、ؖ 国、中国、୆࿷、タイ、モンゴルと༷々なバック
グラウンドを持った12人の学生が参加し、「産業と教育」をテーマ
に、国内のҟなるॾ環境における஍Ҭのॾ産業を体ݧ、そしてീӢ
ொの中学生・高校生΁の授業のఏڙを通じて、日本国内でのจ化的
஍Ҭࠩを学び、ҟ年ྸ間のަ流をすることを目的とした2ധ3日のプ
ログラムを実ࢪしました。
水産޻৔や新װઢトンネル、຀৔、෾Ր࿷の見学、νーズ作り体ݧ、
ീӢ中学校・高校でのަ流授業を通して、ീӢொの産業と๊えてい
る՝題について学びました。ྔ֫ړのݮগや海֎΁の༌ग़੍ݶと後
ࡐ者・人ܧ者不଍による֎国人技能実श生のडけ入れ、຀৔の後ܧ
不଍とロϘット化による॥環ܕཙ೶の取り組み、新װઢ開通ࣄ޻に
よる૽Ի問題やࡏ来ઢのਰୀ、開通によるொおこし、ീӢொの教育
や進学に関する՝題などを目の当たりにしました。最終日にはീӢ
ொ関܎者に対して、見学、ަ 流授業を通して感じたീӢொの՝題や
に関する構૝についてプ「ݴീӢொの教育・人づくり΁のఏ」、みڧ
レゼンテーションを行いました。そして後日、「ീӢொの教育・人づく
り΁のఏݴ」レポートを作成しീӢொ΁ఏग़しました。

参加した学生からは、「非ৗにޮ཰的に؅理されたݚम຀৔の見学等は、ീӢொのઌۦ的な取り組みから஍方創
生のモデルέースになりಘるとࢥった」、「ྔ֫ړのݮগ、後ܧ者不଍など༷々な問題に直໘する中で、どのよう
に創意޻෉をڽらしながら加޻඼を੡造・༌ग़しているのか、また中国の༌ग़੍ݶの影響および現状を目の当た
りにすることができ、実際に加޻৔の中も見学できた貴重な機会だった」、「ަ流ࣄ業を通して஍方の産業のみな
らず、ट都ݍで育った私の経ݧとはまたҧう学生生׆・ӳޠ学शを֞間見ることができた。どちらがྑい、ѱいで
はなくその஍Ҭによってベストな創生方法は༷々あり私たちのような౦ژから来たଟ༷なバックグラウンドの学
生の意見がগしでもԿかの役にたっていれ͹幸い」といった感૝があり、学生は見学・体ݧを通じてീӢொについ
て学びを深めました。
今後もަ流ࣄ業を通して、SDGsの実現と、ീӢொ・上智大学の発లのために連携を深めていきます。
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上智大学とアテネΦ・σ・Ϛχϥ大学͕C0I-セッシϣンにて連ܞ…
持続可能ͳະདྷのための఩学とफ教のੈք؍を୳究
…+une…28
…202�…
ΧϨン・ナテϥ（アテネΦ・σ・Ϛχϥ大学）̱ Ϛリア・Ϛンκン（上智大学）

フィリϐンのアテネオ・デ・マχラ大学と上智大学は、国境をӽえた༗意義なパートナーシップ関܎にあります。両
校の学生たちが、オンライン国際ަ流学श（COI-）プログラムに参加しました。この革新的な取り組みはアジア・
パシフィックイエズス会大学連ໍのԑによって実現したもので、教育や持続可能ੑに影響を与える豊かでଟ༷な
఩学的・फ教的఻౷を、両校の学生がڞに学びました。上智大学ではCOI-セッションを、SPS'コース「アジアの
ൺֱ教育学：จ化、ྺ 史、未来」のҰ෦として実ࢪ。アジアを෹教จ化、Ωリスト教จ化、ώンドΡー教จ化、イスラ
ム教จ化、日本จ化、中国จ化の̒大จ化に大ผし、それͧれの教育システムを୳ڀ・ൺֱしました。

2024年य़学ظの຤2、ࠒ回のCOI-セッションが;ooNで行われました。こうすることにより、学生たちはCOI-
でのٞ࿦テーマについて、それͧれのコースでे෼な༧උ知識をつけることができます。֤ COI-セッションには
3໊の専門家がটかれ、それͧれ10෼で特ఆの఩学的・फ教的な世界観と、持続可能な未来に向けた教育に対す
るその影響について紹介しました。続いてオープンフΥーラムが行われ、学生たちはڞ༗プラットフΥームとして
Google Docsを࢖༻し、どの専門家にもࣗ由に質問することができました。フΥーラム後は、両大学の学生のࠞ
成となるよう設ఆされた෼Պ会に෼ࢄ。ここで学生たちは、持続可能な未来に向けた教育を推進するなかで、3つ
の఩学的・फ教的世界観がどのように߹流していくか、それͧれの考えを࿩し߹いました。最後に全体会が行わ
れ、֤ グループの୅ද者がまとめの考࡯を発දしました。

ୈ̍ճ$0*-ηογϣϯɿதࠃจԽɺ೔ຊจԽɺ෹ڭจԽͷࢹ఺
2024年6月28日に実ࢪされたୈ1回セッションでは、学生たちは中国จ化、日本จ化、෹教จ化の世界観に৮れました。
টかれた3໊の専門家は、フィリϐン・βビエル学校のジェχファー・ゴー・セイ氏、Ϣχバーシティ・カレッジ・ロンドンम࢜
のϊパラット・ルアンクール氏、上智大学大学院グローバル教育センター、グローバル・スタディーズڀݚՊ国際ڠ力学専
ٞ、子教授です。3໊の貴重な見識をಘてرのਿӜ未߈ ࿦は大いに深まりました。 
アテネオ・デ・マχラ大学（AD.U）のカレン・ナテラ氏、上智大学（SU）のマリア・マンκンത࢜によるࢦಋのもと、参加者
は、จ化的఩学がどのように教育実ફをܗ作り、持続可能な未来にݙߩするかについて、意義深いやり取りを行いました。 
AD.Uの学生ブレイデン・ジャンセン・アンも、このように感૝をड़べています。 

「COI-セッションによって、アテネオの֎の教育を֞間見ることができました。上智大学の学生とのやり取りを通
じ、私たちの׳शとҧうところもあれ͹、ಉじところもあるけれど、目ࢦすところは持続可能な教育という、ಉじ目
標の達成だということがわかったのです。アテネオ大学の学生には、จ化のҟなる学生と׆動・ڠ働できるCOI-
のような機会がもっとඞ要だと私は感じます」

ୈ̎ճ$0*-ηογϣϯɿΩϦετڭจԽɺΠεϥϜڭจԽɺώϯυΡʔڭจԽͷࢹ఺
上智大学のシリル・ヴェリϠト教授、マレーシア国際イスラム大学のβイナル・アビディン・ビン・サψーシ教授と
いった専門家ਞの見識によってٞ࿦はॆ実したものとなりました。学生たちは、これらのफ教఩学が融߹し、持続
可能ੑを高める教育実ફにつながっていくಓےについて考えました。 
セッションをৼりฦり、上智大学SPS'コースの学生νェトナ・カシャプはこのように発ݴしました。「持続可能な未
来に向けた教育を推し進める上で、Ωリスト教、イスラム教、ώンドΡー教の視点が融߹していることは໌നです。
Ωリスト教は理ੑを通じてਆに࢓え、正義をࢫとすることを重んじるので、環境΁の責任感と創造෺΁のࢥいやり
が育まれます。イスラム教の؅理責任（ϋリファ）、中༱（ワサティア）の教えは、ਆに対する責任やࣗવとのௐ和を
うったえており、અ౓あるফඅを促すものです。ώンドΡー教の、相ޓのつながり（ヴァスダイヴァ・クトΡンバカム）
や非๫力（アώンサー）の理೦は、あらΏる生き෺とサステナブルな׆動に対するܟ意を高めてくれます。こうした
教えは、持続可能ੑを重んじるࢥ考を育て、ਫ਼ਆ的および感情的な幸福౓を育Ήことにつながるとࢥいます」

$0*-Ͱங͘ࡍࠃతͳͭͳ͕Γ
COI-プログラムによって生まれた国際的なڠ働学श環境により、学生たち
はҟなるจ化എܠを持った஥間とつながることができるようになりました。
ଟ༷な世界観に৮れることで、参加者は学術的な知見を広げ、持続可能で相
してݙߩにつながりを持った未来を築くためのグローバルコミϡχティにޓ
います。教育を、よりแઁ的で国際意識の高いものにしていく上で、COI-は
その଍がかりとなることが本セッションでも໌らかになりました。

����೥7݄��೔�্ஐେֶͱΞςωΦɾσɾ
ϚχϥେֶͷֶੜʹΑΔୈ�ճ$0*-ηογϣϯ
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Global Reporting Initiatives (GRI)によるセミナー「企業のSDGs•ESG経営と
サステナビリティ情報開示」を開催しました

２０２３年10月18日、上智大学は国際開発センター後援のもと、GRI（Global Reporting Initiative）のCEO、
Eelco van der Enden（エルコ・ヴァン・デル・エンデン）氏をお迎えし、セミナー「企業のSDGs・ESG経営とサ
ステナビリティ情報開示」を開催しました。
本セミナーでは、企業のESG経営の意義、サステナビリティ情報開示の世界的な潮流、サステナビリティ・レポー
トにおけるGRIの役割など、重要なテーマを取り上げました。

イベントは、「サステナビリティ・レポーティングの未来」と題した、ヴァン・デル・エンデン氏による講演から始まり
ました。ヴァン・デル・エンデン氏は、報告スタンダード、フレームワーク開発者、格付け機関、パブリックセクター、
金融サービス、監査、法律専門家、アセットオーナーやマネージャーなど、ESGとサステナビリティ報告の状況に
おいて影響力のあるアクターを紹介しました。さらに、レポーティング・ガバナンス構造の2つの柱：シングル・マテ
リアリティ（サステナビリティの観点から企業価値創造に与える財務的影響に焦点を当てる）とダブル・マテリアリ
ティ（財務的影響［マテリアリティ］と、環境、社会、経済に対する企業の影響を考慮するインパクト・マテリアリティ
の両方に焦点を当てる）についても解説されました。

講演に続いて行われたディスカッションでは、引間雅史上智大学特任教授がモデレーターを務め、「1. なぜ非財
務報告がこれほど重要視されるようになったのか」、「2. ダブル・マテリアリティはグローバル・スタンダードにな
るのか」という2つの質問を投げかけました。このディスカッションを通して、ヴァン・デル・エンデン氏は、参加者に
このテーマについて深く考えるよう呼びかけました。
セミナーの後半には、質疑応答の時間が設けられ、学生、教員から専門家まで幅広い参加者が、ヴァン・デル・エン
デン氏と双方向のやりとりを行いました。日本企業が特にダブル・マテリアリティを重視する理由や、スタートアッ
プ企業や中小企業がサステナビリティ報告をしやすい基盤づくりについてなど、興味深い質問が寄せられました。
本セミナーは、ヴァン・デル・エンデン氏の専門知識と参加者の積極的な参加により、サステナビリティ報告の進
化する状況について貴重な知見をもたらし、より持続可能な未来を築くための企業におけるESGとサステナビリ
ティの将来について考える機会となりました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/4713/

編集後記

○レポート作成のプロセスを通じて、中高4校を含めた上智学院ならではの取り組みを改めて理解することができ
ました。今後も、学教職含めたAll Sophiaで学内のサステナビリティを推進していきたいです。（吉岡 聖都）

○入職早々、本レポート作成に携わることができ、SDGsについて学び考えるよい機会となりました。学院職員とし
てだけでなく、私個人の行動を見つめ直し、終わりのないゴールに向かって進んでまいります。（熊谷 奈都子）

○上智学院は、教皇回勅「ラウダート・シ」やイエズス会のUAPs、さらには国連のSDGsなどを踏まえ、学院のみな
らず社会全体のダイバーシティ及びサステナビリティを促進していきます。このレポートによって、上智における
これらの取り組みをご理解いただけますと幸いです。（宇都宮 和磨）

○2021年から作成をはじめたSDGs & サステナビリティレポート、最初はコンテンツを集めるのが大変でした
が、今はコンテンツの整理が大変な状況になり、いろいろと感慨深いものがあります。（相生 芳晴）
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